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Copyright © 2020 ASUSTeK COMPUTER INC. All Rights Reserved. 
本 書 お よび それ に 付属 する 製品 は 著作 権 法 に より 保護 され て お り 、 そ の 使用 、 複 製 、 頒 布 お よび 逆 コ ン パ 
イル を 制限 する ライ セン ス の も と に お いて 頒布 され ます 。 購 入 者 に よる バッ クア ッ プ 目的 の 場合 を 除き 、 
ASUSTeK Computer Inc. (以下 、ASUS) の 書面 に よる 事前 の 許可 な く 、 本 製品 お よび 本 書 の いか な る 部 分 も 
、 い か な る 方 法 に よっ て も 複製 する こと が 禁じ られ ます 。 
以下 に 該当 する 場合 は 、 製 品 保証 サー ビス を 受け る こと が で きま せん 。 
(1) 製品 に 対し ASUS の 書面 に より 認定 され た 以外 の 修理 、 改 造 、 改 変 が 行わ れ た 場合 
(2) 製品 の シリ アル 番号 の 確認 が で き な い 場合 
書 は 情報 提供 の み を 目的 と し て いま す 。 本 書 の 情報 の 完全 性 お よび 正確 性 に つい て は 最善 の 努力 が 払わ 
れ て いま す が 、 本 書 の 内 容 は 「 現 状 の まま 」 で 提供 され る も の で あり 、ASUS は 明示 また は 黙示 を 問わ ず 、 本 
書 に お いて いか な る 保証 も 行い ませ ん 。ASUS、 そ の 提携 会 社 、 従 業 員 、 取 締 役 、 役 員 、 代 理 店 、 ベ ンダ ー 
また は サプライ ヤー は 、 本 製品 の 使用 また は 使用 不能 か ら 生じ た 付随 的 な 損害 (デー タ の 変化 ・ 消 失 、 事 
業 利益 の 損失 、 事 業 の 中 断 な ど ) に 対し て 、 た と え ASUS が その 損害 の 可能 性 に つい て 知ら され て いた 場合 
も 、 一 切 責任 を 負い ませ ん 。 
本 書 に 記載 し て いる 会 社名 、 製 品名 は 、 各 社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 本 書 で は 説明 の 便宜 の た め に そ 
の 会 社名 、 製 品名 な ど を 記載 する 場合 が あり ます が 、 そ れ ら の 商標 権 の 侵害 を 行う 意思 、 目 的 は あり ませ 
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Offer to Provide Source Code of Certain Software 


This product contains copyrighted software that is licensed under the General Public License (“GPL”), 
under the Lesser General Public License Version (“LGPL”) and/or other Free Open Source Software 
Licenses. Such software in this product is distributed without any warranty to the extent permitted by 
the applicable law. Copies of these licenses are included in this product. 


Where the applicable license entitles you to the source code of such software and/or other additional 
data,you may obtain it for a period of three years after our last shipment of the producteither 


(1) for free by downloading it from https://www.asus.com/support/ 
or 


(2) for the cost of reproduction and shipmentwhich is dependent on the preferred carrier and the 
location where you want to have it shipped to,by sending a request to: 


ASUSTeK Computer Inc. 
Legal Compliance Dept. 
1F, No. 15, Lide Rd., 

Beitou Dist., Taipei City 112 
Taiwan 


In your request please provide the name,model number and versions stated in the About Box of the 
product for which you wish to obtain the corresponding source code and your contact details so that we 
can coordinate the terms and cost of shipment with you. 


The source code will be distributed WITHOUT ANY WARRANTY and licensed under the same license as 
the corresponding binary/object code. 


This offer is valid to anyone in receipt of this information. 


ASUSTeK is eager to duly provide complete source code as required under various Free Open Source 
Software licenses. If however you encounter any problems in obtaining the full corresponding source 
code we would be much obliged if you give us a notification to the email address gpl@asus.com,stating 
the product and describing the problem (please DO NOT send large attachments such as source code 
archives,etc. to this email address). 


も くじ 


Keen E A EEE E E T iv 
この マニ ュ ア ル に つい て … ee 
ROG STRIX B550-F GAMING (WI-FI) 仕様 一 覧 
IO gg E 
取り 付け 工具 と コン ポー ネン ト re iii 


Chapter 1: 製品 の 概要 
1.1 KA kelen KN) annii 
1.2 マザー ボー ド の レイ アウ ト 


Chapter 2: 基本 的 な 取り 付け 


2.1 KA bt dE 2-1 
2.1.1 CPU RUT Oena a 2-1 


2.1.2 CPU クー ラー を 取り 付け る .… 
24.3 メモ リー を 取り 付け る .… 


2.1.4 M.2 SSD を 取り 付け る .… 2-6 
2.1.5 マザー ボー ド を 取り 付け る EE 2-8 
2.16 電源 を 取り 付け る 2-9 
217 SMA テバ イズ を 取り 付け る 2-9 
2.1.8 PAm DANNA: OILTE 2-10 
2.1.9 拡張 カー ド を 取り 付け る .… …2-11 
2.2 UEFI BIOS を 更新 する .……….. 42-12 
23 バッ ク パ ネル と オー ディ オ 接 続 .…… «2-13 


23.1 バッ ク パ ネル イン ター フェ ー ス 


2.3.2 Jr TER 2552-15 
24 シス テム を 起動 2-17 
2.5 。 シス テム の 電源 を オフ に する —— MÀ 2-17 
Chapter 3: BIOS と RAID 
3.1 WEF Cb e ————————ÀHÁ— 
32 UEFI BIOS Utility.. " 
3.3 EZ Update ———————Á 
3.4 ASUS EZ Flash 3 Utility... eet HERE eere tienen rte censet 3-3 
3.5 ASUS CrasliFree BIOS 3... erre tert sikisini 3-4 
3.6 RAID m ———— ——— —————— 3-5 
Chapter 4: 付録 
| ini io —— ———————— E A-1 


安全 上 の ご 注意 
電気 の 取り 扱い 
本 製品 、 周 辺 機器 、 ケ ー ブ ル な どの 取り 付け や 取り 外し を 行う 際 は 、 必 ず コ ンピュータ ー と 周 


辺 機器 の 電源 ケー ブル を コン セン ト か ら 抜 いて 行なっ て くだ さい 。 お 客 様 の 取り 付け 方 法 に 
問題 が あっ た 場合 の 故障 や 破損 に 関し て 弊社 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 


電源 延長 コー ド や 特殊 な アダ プター を 用 いる 場合 は 専門 家 に 相談 し て くだ さい 。 こ れ ら は 、 
回 路 の ショ ー ト 等 の 原因 に な る 場合 が あり ます 。 


ご 使用 の 電源 装置 に 電圧 選択 スイ ッ チ が 付い て いる 場合 は 、 シ ステ ム の 損傷 を 防ぐ Pu 
電源 装置 の 電圧 選 選択 スイ ッ チ が ご 利用 の 地域 の 電圧 と 合致 し て いる か を ご 確認 SE 

ご 利用 に な る 地域 の 電圧 が 不明 な 場合 は 、 各 地域 の 電力 会 社 に お 問い 合わ せく だ さ 

電源 装置 が 故障 し た 場合 は ご 自分 で 修理 ・ 分 解 を せ ず 、 各 メー カー や 販売 店 に ご 相談 is 
い 。 

光 デ ジ タル S/PDIF は 、 光 デジ タル コン ポー ネン ト で 、 ク ラス 1 レー ザー 製品 に 分 類 さ れ て い 
ます 。 (本 機能 の 搭載 ・ 非 搭載 は 製品 仕様 に よっ て 異な り ます ) 


EB: 不可 視 レ ー ザ ー 光 で す 。 ビ ー ム を 直接 見 た り 触 れ た り し な いで くだ さい 。 


操作 上 の 注意 
作業 を 行う 前 に T dE ジ に 付属 の マニ ュ ア ル 及 び 取 り 付け る 部 品 の マニ ュ ア ル を 全て 
熟読 し て くだ さ 
C us 7— EES 
ブル に 損傷 が な いこ と を 確認 し て くだ さ 
各 コ ネクター 及び スロ ッ ト 、 ソ ケッ ト 、 i co) ッ プ や ネジ な どの 人 金属 を 落と さ な い よう に 
し て くだ さい 。 電源 回 路 の ショ ー ト 等 の 原因 に な り ます 。 
均 ・ 湿 気 ・ 高 温 ・ 低 温 を 避け て くだ さい 。 湿気 の ある 場所 で 本 製品 を 使用 し な いで くだ さい 
本 製品 は 安定 し た 場所 に 設置 し て くだ さい 
本 製品 を ご 自分 で 修理 ・ 分 解 ・ 改 造 し た いで くだ さい 。 火 災 や 感電 、 や けど 、 故 障 の 原因 と な 
り ま す 。 修 理 は 弊社 修理 セン ター また は 販売 代理 店 に ご 依頼 くだ さい 


周辺 温度 0~40 て 以外 で は 使用 し な いで くだ さい 。 火 災 の 原因 と な り ま す 。 


回 収 と リサ イク ル に つい て 


使用 済み の コン ピュ ー タ ー、 ノ ー ト PC 等 の 電子 機器 に は 、 環 境 に 悪影響 を 与え る 有害 物質 が 含 

まれ て お り 、 通 常 の ゴミ と し て 廃棄 する こと は で きま せん 。 リ サイ クル に よっ て 、 使 用 済み の 製品 

に 使用 され て いる 金属 部 品 、 プ ラス チッ ク 部 品 、 各 コン ポー ネン ト に 粉砕 され 新しい 製品 に 再 合 
用 され ます 。 ま た 、 そ の 他 の コン ポー ネン ト や 部 品 、 物 質 も 正しく 処分 ・ 処 理 さ れる こと で 、 有 害 物 
質 の 拡散 の 防止 と な り 、 環 境 を 保護 する こと に 繋が り ます 。 

ASUS は 各国 の 環境 法 等 を 満た し 、 ま た リサ イク ル 従 事 者 の 作業 の 安全 を 図る よう 、 環 境 保護 に 

関す る 厳し い 基準 を 設定 し て お り ま す 。ASUS の リサ イク ル に 対す る 姿勢 は 、 多 方 面 に お いて 環境 
保護 に 大 きく 貢献 し (てい ます 。 


本 機 は 電気 製品 また は 電子 装置 で あり 、 地 域 の ゴミ と 一 緒 に 捨て られ ませ ん 。 ま た 、 本 機 の 
コン ポー ネン ト は リサ イク ル 性 を 考慮 し た 設計 を 採用 し て お り ま す 。 な お 、 廃棄 の 際 は 地域 の 
条例 等 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 


本 機 に 装着 され て いる ボタ ン 型 電池 に は 水銀 が 含ま れ て いま す 。 通 常 ゴ ミ と し て 廃棄 し な い 
で くだ さい 。 
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この マニ ュ ア ル に つい て 
vor cue マザー ボー ド の 取り 付け や シス テム 構築 の 際 に 必要 な 情報 が 記し て あ 
マニ ュ ア ル の 概要 
本 書 は 以下 の Chapter か ら 構 成 さ れ て いま す 
Chapter 1: 製品 の 概要 
マザー ボー ド が 搭載 する 機能 及び 各部 位 の 説明 。 
・ Chapter 2: 基 本 的 な 取り 付け 
コン ピュ ー タ ー の 組み 立て 方 、 バッ ク I/O イ ンタ ー フ ェ ー ス に つい て の 説明 。 
. Chapter 3: BIOS と RAID 
UEFI BIOS Utility の 機能 と RAID の 詳細 。 


参考 情報 

1. ASUS オ フィ シャ ル サ イ ト (http://Www.asus.com/) 
多 言語 に 対応 し た 弊社 ウェ ブ ペ ー ジ で 、 製品 の アッ プ デ ー ト 情報 や サポ ー ト 情報 を ご 確認 
いた だ け ま す 。 

2. 追加 ドキ ュ メ ント 
パッ ケー ジ 内 容 に よっ て は 、 追加 の ドキ ュ メ ント が 同 梱 され て いる 場合 が あり ます 。 注意 事 
項 や 購入 店 販売 店 な ど が 追加 し た 最新 情報 な ど で み これ ら は 、 本 書 が サポ ー ト する 範 
囲 に は 含ま れ て いま せん 。 


ドラ イ バ ー と ユー ティ リティ の ダウ ン ロ ー ド 
ASUS オ フィ シャ ル ペ ー ジ か ら 、 最新 の ドラ イ バ ー や ユー ティ リティ を ダウ ン ロ ー ド する こと が で き 
ます 


ASU5 オ フィ シャ ル サ イ ト (http://Www.asus.Com) に アク セス し ます 。 


NX m 


お 使い の 製品 の ペー ジ に 移動 し ます 。 
3. サボ ー ト ] - ドライバー と ツー ル ] の 順に クリ ッ ク し ます 。 
4. お 使い の 05 を 選択 し 、 内 容 を よく 読ん で ご 利用 に な る ドラ イ バ ー や ユー ティ リティ を ダウ 


ン ロ ー ド し ます 


vi 


この マニ ュ ア ル の 表記 に つい て 

本 書 に は 、 製 品 を 安全 に お 使い いた だ き 、 お 客 様 や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 
防止 し て いた だ く た め に 、 守 っ て いた だ きた い 事 項 が 記載 され て いま す 。 次 の 内 容 を よく ご 理解 
いた だ いた 上 で 本 文 を お 読み くだ さい 。 


回 


le 注意 : ハー ドウ ェ ア の 損傷 や デー タ の 損失 の 可能 性 が ある こと を 示し 、 そ の 危険 を 
N 避 す る た め の 方 法 を 説明 し て いま す 。 


重要 : 作 業 を 完了 する た め に 必要 な 指示 や 設定 方 法 を 記載 し て いま す 。 


メモ : 製品 を 使い や すく する た め の 情 報 や 補足 の 説明 を 記載 し て いま す 。 


コン な どの 種類 や 位置 な ど が 実際 の 画面 と 異な る 場合 が あり ます 。 


本 書 は 、 本 書 作成 時 の ソフ トウ ェ ア お よび ハー ドウ ェ ア の 情報 に 基づき 作成 され て いま 
す 。 ソ フト ウェ ア の バー ジョ ン ア ッ プ な ど に より 、 記 載 内 容 と ソフ トウ ェ ア に 搭載 され て いる 
機能 お よび 名 称 が 異な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 本 書 の 内 容 は 、 製 品 や サー ビス の 仕様 変 
更 な ど に より 将来 予告 な く 変更 する こと が あり ます 。 本 製品 の 最新 情報 に つい て は 弊社 
Web サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


本 書 、 本 製品 で は 原則 と し て AMD プ ロ セ ッ サ ー、AMD Accelerated Processing 
Unit(AMD APU) を すべ て CPU と 表記 し て いま す 。 


L4 d 書 に 記載 し て いる 画面 は 一 例 で す 。 画 面 の 背景 、 画 面 デ ザイ ン 、 表 示さ れる 項目 名 、 ア イ 
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AMD Socket AM4: 
第 3 世代 AMD Ryzen" プロ セッ サー 
Zen 3 アー キテ クチ ャ 採用 AMD Ryzen" デス クト ッ プ プロ セッ サー* 
* 最新 の 対応 状況 に つい て は 、 弊 社 Web サ イト を ご 確認 くだ さい 。 
搭載 チ テッ プ セ ッ ト AMD B550 チッ プ セ ッ ト 
プロ セッ サー: 
DDR4 スロ ッ ト X4: 最 大 128GB / デュアル チャ ン ネ ル サ ポ ー ト 


DDR4 4400(0.C.)/4266(0.C)/4133(0.C)/4000(0.C.)/3866(0.C.)/ 
対応 メモ リー 3600(0.C./3466(0.C.)/3200/3000/2800/2666/2400/2133 MHz 
En Un-buffered DIMM 対応 * 


OptiMem I 設計 
* ECC モ ー ド の サポ ー ト は CPU に 依存 し ます 。 
党 最 新 の 対応 状況 に つい て は 、 弊 社 Web サ イト を ご 確認 くだ さい 。 
DisplayPort 1.2 ポー ト X1 
HDMI™ 2.1 ポー ト X1 (最大 6 Gbps (4K60)、ALLM) 
プロ セッ サー: 
PCI Express 40x16 スロ ッ ト X1 
AMD B550 チッ プ セ ッ ト : 
拡張 スロ ッ ト PCI Express 3.0 x16 スロ ッ ト X1 (最大 x4 モー ド )* 
PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト X3 


* PCI Express 3.0 x16 スロ ッ ト (PCIEX16_2) と PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト は 帯域 を 
共有 し て いま す 。PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト の いずれ か を 使用 する と 、PCI Express 
3.0 x16 スロ ッ ト は x1 モー ド で 動作 し ます 。 


マル チ GPU 対 応 AMD CrossFireX" Technology (最大 2-way 構成 ) 
最大 :M.2 Socket 3 スロ ッ ト X2、SATA 6 Gb/s ポー ト X6 
プロ セッ サー: 
M.2 Socket 3 スロ ッ ト X1 
(Key M, Type 2242/2260/2280/22110, SATA/PCle 4.0 x4 接続 
AMD B550 チッ プ セ ッ ト : 
M.2Socket 3 スロ ッ ト X1 
(Key M, Type 2242/2260/2280/22110、SATA/PCle 3.0 x4 接続 )* 


SATA 6 Gb/s ポー ト X6 
RAID 0/1/10 サポ ー ト 


* M.2 Socket 3 第 2 スロ ッ ト (M.2_2) に M.2 SSD を 取り 付け た 場合 、SATA 6Gb/s Ss, 
第 6 ポー ト (SATA6G_56) は 無効 に な り ます 。 


Intel? Ethernet Connection I225-V X 1 

ASUS LANGuard 

Intel? Wi-Fi 6 AX200 

2x2 Wi-Fi 6 (802.11 a/b/g/n/ac/ax) サ ポー ト 

1024QAM / OFDMA / MU-MIMO 対応 

最大 デー タレ ー ト : 2.4Gbps 

デュ アル バン ド (2.4GHz/5GHZ) 対 応 

チャ ネル 帯域 幅 : HT20 / HT40 / HT80 / HT160 サポ ー ト 
Bluetooth? 5.1 

* 対応 する バー ジョ ン や プロ ファ イル は ご 使用 の 05 に 準じ ます 。 


対応 CPU 


イー サ ネ ッ ト 機 能 


無線 デー タネ ットワーク 


Bluetooth? 機能 


viii 
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オー ディオ 機能 


バッ ク パ ネル 
イン ター フェ ー ス 


基板 上 イン ター フェ ー ス 


リア USB: 合 計 8 ポ ー ト 

USB 3.2 Gen 2 ポー ト X2 (Type-A X 1, USB Type-C* X 1) 
USB 3.2 Gen 1 ポー ト X4(Type-AX4) 

USB 2.0 ポー ト X2(Type-AX2) 

フロ ント USB: 最 大 6 ポー ト 

USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダー※1 

USB 2.0 ヘッ ダーX2 


ROG SupremeFX $1220A - 7.1 チャ ン ネ ル HD オ ー デ ィ オ コー デック 

- ヘッ ド ホ ン 出 力 イ ン ピ ー ダ ンス 検出 機能 

= SE マル チ ス トリ ー ミ ング 、 フ ロン ト パ ネ ル ・ ジ ャ ッ ク リ タス キ 
ジ 

- 出力 SN 比 120dB / 入力 SN 比 113dB の 高音 質 設計 

- 最高 192kHz/32bit の ハイ レゾ 音源 の 再生 に 対応 * 

オー ディ オ 機 能 

- SupremeFX Shielding Technology 

- デュ アル OP アン プ 

- 日 本 メー カー 製 オ ー デ ィ オ 用 コン デン サー 採用 

- オー ディ オカ バー 

* HD Audio 規 格 の 192kHz/32bit ま で の デー タス トリ ー ム 、96kHz/32bit で の 8 チャ ン 
ネル サラ ウン ド に 対応 。 


USB 3.2 Gen 2 :K— F X2 (Type-A X 1, USB Type-C° x 1) 
USB 32 Gen 14 — F X4 (Type-A x 4) 

USB 2.0 ポー ト X2(Type-AX2) 

DisplayPort 出力 ポー ト X1 

HDMI™ 出力 ポー ト X1 

Intel? 1225-V イー サ ネ ッ ト ポ ボー ト X1 

光 デ ジ タル S/PDIF 出力 ポー ト X1 

無線 通信 用 アン テ ナ ポ ボ ポー トメ x2 

オー ディ オ ポ ー ト X5 

BIOS FlashBack™ ボタ ン メ 1 


ファ ン / 冷 却 : 

ピン CPU ファ ン ヘ ッ ダ ー メ X 1 

ピン CPU オプ ショ ン フ ァ ン ヘッ ダーX1 
ピン AIO ポ ンプ ヘッ ダー メ 1 

ピン ケー ス フ ァ ン ヘ ッ ダ ーX3 

電源 : 

24 ピ ン メイ ン 電 源 コ ネクター メ 1 

ピン +12V E] 

ピン +12V 電源 コネ クタ ー メ 1 
スト レー ジ : 

M.2 Socket 3 スロ ッ ト X2 
SATA 6Gb/s ポー ト x6 

USB: 

USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダー※X1 
USB 20 ヘッ ダーX2 
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基板 上 イン ター フェ ー ス 


特殊 機能 


ソフ トウ ェ ア 機 能 


その 他 : 

第 2 世代 アド レ サ ブル ヘッ ダー メ 1 
RGB ヘ ッ ダ ーX2 

CMOS クリ アヘ ッ ダ ー メ 1 

フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ ヘッ ダー メ 1 
20-5 ピ ン シス テム パネ ル ヘ ッ ダ ー メ 1 
温度 セン サー ヘッ ダー メ 1 
Thunderbolt ^; 4 — x1 


ASUS Q-Design 

- Q-DIMM 

- Q-LED 

- Q-Slot 

サー マル ソリ ュー ショ ン : 

- アル ミニ ウム 製 M2 ヒ ー ト シン ク デ ザイ ン 
EZDIY 

- BIOS Flashback" ボタ ン 

- BIOS FlashBack™ LED 

- CMOS クリ アヘ ッ ダ ー 

- ProCool 

- プレ マウ ント I/O シ ー ル ド 

- SafeSlot 

AURA Sync 

- RGB ヘ ッ ダ ー 

- 第 2 世代 アド レ サ ブル ヘッ ダー 


RO0G 独 自 ソ フト ウェ ア : 

- RAMCache III 

- ROGCPU-Z 

- GameFirst VI 

- Sonic Studio Ill + Sonic Studio Virtual Mixer 
- Sonic Radar Ill 

- DTS® Sound Unbound 

- Overwolf 

- アン チ ウ イル スソ フト ウェ ア (1 年 版 ) 
ASUS 独 自 ソフ トウ ェ ア : 

Armoury Crate 

- Aura Creator 

- Aura Sync 

- AI ノイ ズ キ ャ ン セ リン グマ イク 
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Al Suite 3 
- Performance and Power Saving Utilities 
EPU 
DIGH VRM 
Fan Xpert 4 
TurboV EVO 
ソフ トウ ェ ア 機 能 - EZ update 
WinRAR (体験 版 ) 
UEFI BIOS 
EZDIY: 
- ASUS CrashFree BIOS 3 
- ASUS EZ Flash 3 
- ASUS UEFI BIOS EZ Mode 
BIOS 機 能 256 Mb Flash ROM、UEFI AMI BIOS 
管理 機能 WOL by PME、PXE 
サポ ー ト 05 Windows? 10 (64-bit) 
AIX フォ ー ム ファ クタ ー 
30.5 cmx244 cm (12 イ ンチ X9.6 イン チ ) 


フォ ー ム ファ クタ ー 


製品 は 性 能 ・ 機 能 向 上 の た め に 、 仕 様 お よび デザ イン を 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 


= 
mua icnn] 

FOB. HEADER! 
CPULFAN CPU OPT 


SESCH SORGE 
T HIH 


Bios FLBK 


EATX12V_2 EATX12V_1 


m 
[vnu 


PT 
Cod 
U32G2 5 s 3 ss 
8] 2 |] 31] A 
LAN_UezG1_34 DIE SL 
Saj sha 
= $j8|38 
— 2 aE Bg 
` z|ilz 3| jag 
MM m ss Ea 
DP i き slällsial SEH 
o illi s|z| sao 
Mamm の ss Ea 
aana "ee 
E EE jog 
ーー ニニ テマ alals joo 
à 回 回 回 較 語 
AUDIO 


[erem |cHA FAN 


[eren] aio num 
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a 


PCIEX16_2 
PCIEX1_1 
PCIEX1_2 
PCIEX1_3 


M.2_2 
SATA6G_56 


・ PCIExpress 3.0 x16 ス ロッ ト (PCIEX16_2) と PCI Express 3.0x1 スロ ッ ト は 帯域 を 共有 し 
て いま す 。PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト の いずれ か を 使用 する と 、PCI Express 3.0 x16 スロ 
m ッ ト は x1 モー ド で 動作 し ます 。 


+  M2Socket 3 第 2 スロ ッ ト (M.2_2) に M.2 SSD を 取り 付け た 場合 、SATA 6Gb/s 第 5、 第 6 
ポー ト (SATA6G_56) は 無効 に な り ま す 。 


xii 


パッ ケー ジ の 内 容 
製品 パッ ケー ジ に 以下 の も の が 揃っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
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アド レ サ ブル スト リッ プ 延 長 ケ ー ブ ル メ 1 


テー ジル SATA 6Gb/s ケー ブル X4 


ケー ブル タイ パッ ク X1 

M.2 ゴム パッ ド X2 

M.2 固定 用 ネジ ・ ス ペー サー メ 2 

ROG Strix ステ ッ カ ー メ 1 

ROG Strix thank you Z7 — F X 1 

212R デュ アル バン ド 対 応 Wi-Fi /Bluetooth77 7 7- X 1 
メデ ィ ア サポ ー ト DVD 
ドキ ュ メ ント ユー ザー マニ ュ ア ル 


その 他 


万 一 、 付属 品 が 足り な い 場 合 や 破損 し て いた 場合 は 、 す ぐに 購入 元 に お 申し 出 く だ さい 。 


取り 付け 工具 と コン ポー ネン ト 


AMD AM4 CPU 


光学 ドラ イブ (必要 に 応じ て ) 


グラ フィ ックス カー ド (必要 に 応じ て ) 


や いさ 


M.2 SSD モジ ュー ル (必要 に 応じ て ) 


各種 取付 用 ネジ 


L4 組み 立て に 必要 な 工具 お よび コン ポー ネン ト は 、 別 途 お 客 様 ご 自身 で ご 用 意 くだ さい 。 
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xiv 


製品 の 概要 


1.1 


1.1.1 


マザー ボー ド の 概要 


始め る 前 に 


パー ツ の 取り 付け や 設定 変更 の 際 は 、 次 の 事項 に 注意 し て くだ さい 。 


に 
AN 


ま 


o 


本 書 に 記載 され て いる 機能 を 使用 する た め に は 、 別途 パー ツ の ご 購入 が 必要 な 場合 が あり 


各 パ ー ツ を 取り 扱う 前 に 、 コ ン セ ント か ら 電 源 ケ ー ブ ル を 抜い て くだ さい 。 


BER 


こよ る 損傷 を 防ぐ た め に 、 各 パーツ を 取り 扱う 前 に 、 静 電気 除去 装置 に 触れ る な 


ど 、 静 電気 対策 を し て くだ さい 。 


IC 部 分 
い 。 


各 パ ー ツ を 取り 外す と き は 、 必 ず 静 電気 防止 パッ ド の 上 に 置く か 、 コ ン ポ ボー ネン ト に 付属 


JOR 


こ は 絶対 に 手 を 触れ た いよ うに 、 各 パー ツ は 両手 で 端 を 持つ よう に し て くだ さ 


て 入れ て くだ さい 。 


パー ツ の 取り 付け 、 取り 外し を 行う 前 に 、 電源 ユニ ッ ト の スイ ッ チ を オフ に し 、 電源 ケー 
ブル が 電源 か ら 抜か れ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 電力 が 供給 され た 状態 で の 作業 


は 、 感 


故障 の 原因 と な り ま す 。 
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1.2 


マザー ボー ド の レイ アウ ト 


24.4cm(9.6in) 


BIOS_FLBK 
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レイ アウ ト の 内 容 


CPU ソケット 
メモ リー スズ ロット 
拡張 スロ ッ ト 
ファ ン / ポ ンプ ヘッ ダー 
電源 コネ クタ ー 
M.2 Socket 3 スロ ッ ト 
SATA 6 Gb/s ポー ト 
USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダー 
USB 2.0 ヘッ ダー 
. 第 2 世代 アド レ サ ブル ヘッ ダー 
. RGB ヘッ ダー 
. CMOS クリ アヘ ッ ダ ー 
. フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ ヘッ タダ ー 
, シス テム パネ ル ヘ ッ ダ ー 
. 温度 セン サー ヘッ ダー 
. Thunderbolt ヘッ ダー 
. BIOS FlashBack™ LED 
. Q-LED 


U 
2. 
3. 
4. 
3 
6. 
ys 
8. 
9. 
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1 CPU ソケット 


本 製品 に は 、 第 3 世代 AMD Ryzen" プロ セッ サー に 対応 する AMD Socket AM4 が 搭載 され て 
WET. 


; TES 

D 
5 SOCKET AM4 
e B 
E H 
: 田 

n 
it 
|^ ° | 
| © 

こく に 


= 


ol e [le 


© e 
m 
tm om mm SCC Jomo) 


/N ・ 本 製品 に は AMD Socket AM4 規格 対応 の CPU ソケット が 搭載 され て いま す 。 AMD 
Socket AM4 パッ ケー ジ 以 外 の CPU は サポ ー ト し て お り ませ ん 。 


CPU を 取り 付け る 際 は 、 必ず 電源 ケー ブル を コン セン ト か ら 抜 いて 行なっ て くだ さい 。 


製品 保証 は 、CPU の 間違っ た 取り 付け ・ 取 り 外 し に 起因 する 故障 及び 不具 合 に は 適用 さ 
れ ま せん 。 


1-4 Chapter 1: 製品 の 概要 


2. メモ リー スロ ッ ト 
本 製品 に は 、DDR4 メモ リー に 対応 し た メモ リー スロ ッ ト (DIMM ス ロッ ト ) が 4 基 搭載 され て い 


o 


DIMM B2* 


DIMM A2* 


DIMM B1 
DIMM A1 


SE 


[mu 

E 

Umm 
LC" 


14 
| oT o o o []e 
m 
= unm aœ o IL joi) 


推奨 メモ リー 構成 


DIMM_B2* DIMM_B2* 
DIMM A2* 
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メモ リー 構成 
本 製品 の メモ リー スロ ッ ト に は 、4GB、 8GB、16GB、 32GB の DDR4 Unbuffered DIMM を 取り 付 
ける こと が で きま す 。 


^ 異な る 容量 の メモ リー を マル チチ ャ ン ネ ル 構 成 で 取り 付け た 場合 、 アク セス 領域 は メモ リー 容 
量 の 合計 値 が 小さ い 方 の チャ ン ネ ル に 合わ せ て 割り 当て られ 、 容量 の 大 き な メ モリ ー の 超過 
分 に 関し て は シン グル チャ ン ネ ル 用 に 割り 当て られ ます 。 


定 で は 標準 の SPD 設 定 が 優先 され ます 。 


すべ て の スロ ッ ト に メモ リー モジ ュー ル を 取り 付け る 場合 や オー バー クロ ッ ク を 行う 場合 
は 、 安定 し た 動作 の た め に 適切 な 冷却 シス テム を で 使用 くだ さい 。 


CPU の 仕様 電圧 範囲 以上 の 高い 電圧 を 必要 と する メモ リー を 取り 付け る と CPU が 損傷 す 
る こと が あり ます 。 CPU の 仕様 上 の 制限 を 超過 し な い メ モリ ー を ご 使用 くだ さい 。 


同じ CAS レ イ テ ン シ を 持つ メモ リー を 取り 付け て くだ さい 。 また メモ リー は 同じ ベン ダー 
の 同じ 製造 週 の 製品 を 取り 付け る こと を お 勧め し ます 。 


ECC モ ー ド の サポ ー ト は CPU に 依存 し ます 
最新 の 対応 状況 に つい て は 、 弊社 Web サ イト を ご 確認 くだ さい 。 


Zi ・ メモ リー の 動作 周波 数 は Serial Presence Detect (SPD) に 依存 し て お り 、 デ フォ ルト 設 
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3. 拡張 スロ ッ ト 


ÁN 拡張 カー ド の 追加 や 取り 外し を 行う 際 は 、 必ず 電源 を オフ に し 、 電源 ケー ブル を 抜い て か ら 行 
cs な っ て くだ さい 。 電源 ケー ブル を 接続 し た まま 作業 を する と 、 負傷 や マザー ボー ドコ ン ポ ボー ネ 
ント の 損傷 の 原因 と な り ま す 。 


PT Egg 
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Ll 
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le PCIEX16_1 E 


le PCIEX1 1 


STRIX B550-F GAMING (WI-FI) 


lo PCIEX16_2 K] 


e PCIEX1_2 


スロ ッ ト No. | スロ ッ ト 説明 
PCIEX16_1 (PCI Express 4.0 x16 スロ ッ ト ) 
PCIEX1_1 (PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト ) 


PCIEX16_2 (PCI Express 3.0 x16 スロ ッ ト ) RA x4 モー ド 
PCIEX1_2 (PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト ) 
PCIEX1_3 (PCI Express 3.0 x1 スロ ッ ト ) 
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グラ フィ ックス カー ド 推 奨 構成 


スロ ッ ト 
PCIEX16_1 
PCIEX16_2 
Qi, o Gocshiex" 叶 を 構築 する 場合 は 、 シ ステ ム 構成 に 見 合っ た 大 容量 の 電源 ユニ ッ ト ご 
用 意 くだ さい 。 


CrossFireX" 環 境 を 構築 する 場合 は 、CPU へ 安定 し た 電流 を 確保 する た め に すべ て の 電 
源 コ ネクター に 電源 ケー ブル を 接続 する こと を お すす めし ます , 


複数 の グラ フィ ックス カー ド を 使用 する 場合 は 、 安全 性 及び 信頼 性 を 確保 する た め ケ ー 
ス フ ァ ン を 設置 する こと を 推奨 し ます 。 


HYPER M.2 X16 CARD の 使用 


PCI Express Bifurcation 
第 3 世代 AMD Ryzen" プロ セッ サー (PCle Gen 4 SSD サポ ー ト ) 


A + HYPER M.2 X16 CARD を 使用 する 場合 、 ディ スプ レイ は CPU 内 蔵 グ ラフ ィ ッ クス が 制御 
する イン ター フェ ー ス 、 また は 、 PCI Express 3.0 x16 スロ ッ ト (PCIEX16_2) に グラ フィ ッ 
クス カー ド を 接続 し て ご 利用 くだ さい 。 
HYPER M.2 X16 CARD を 使用 する に は 、UEFI BIOS Utility の 設定 が 必要 で す 。 


実際 の 転送 速度 は HYPER M.2 X16 CARD に 取り 付け た M.2 SSD の 仕様 に 準じ ます , 
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4. ファ ン / ポ ンプ ヘッ ダー 
CPU ファ ン 、 ケー ス フ ァ ン な どの 各種 冷却 ファ ン や 水冷 キッ ト の ポン ズ ラジ エー ター ファ 


ン を 接続 し ます 
BEES Q CPU FAN 
Oo 
- © CPU_OPT TH 上 
= ミニ そる 
i aga 
d E A る 
=. ` QCHA ran "In [a 
{No | © AIO PUMP FAN PWR m 
ビーーーーー を = を 
まれ 
Q CHA_FAN3 
Q CHA_FAN2 
^ ・ PC ケー ス 内 に 十分 な 空気 の 流れ が な いと 、 マ ザー ボー ド や コン ポー ネン ト が 損傷 する 恐れ が 
・ あり ます 組み 立て の 際 に は 冷却 ファ ン ( 吸 / 排 気 ファ ン ) を 必ず 搭載 し て くだ さい 。 


ケー ブル は 正しい 向き で し っ か り と 奥 ま で 挿入 し て くだ さい 。 


A オー ルイ ン ワ ン (AO) 水冷 式 ク ー ラ ー を 使用 する 場合 は 、AIO_PUMP ヘッ ダー に ポン プ 
を 、CPU_FAN ヘッ ダー に ラジ エー ター ファ ン を 接続 し ます 。 


最大 電流 最大 出力 デフ ォ ルト 設定 連動 制御 
CPU_FAN Q-Fan コン トロ ー ル | 
CPU_OPT Q-Fan コン トロ ー ル | 
CHA_FAN1 Q-Fan コン トロ ー ル 


CHA_FAN2 Q-Fan コン トロ ー ル 
CHA_FAN3 Q-Fan コン トロ ー ル 
AIO_PUMP フル スピ ー ド 
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5. 電源 コネ クタ ー 
電源 ユニ ッ ト 用 コネ クタ ー で す 。 電源 ユニ ッ ト の メイ ンコ ネクター や CPU 補助 電源 を 接続 
し ます 。 電源 ケー ブル と コネ クタ ー に は ツメ が ある の で 、 お 互い が か み 合う 方 向 に 正しく 接 
続 し て くだ さい 。 


ç m=) ⑳EATX12V 2 © EATX12V 1 


zz 
1 


al 
- nre Q EATXPWR 


o ooo [le +3 Volts CHL up 
| 


+DC_I 
+DC_I 
+12V DC 
+12V DC 
+12V DC 
+12V DC 


PIN1 


ロロ ロロ 
ZZzzz 
COG 


rm 
GND 
GND 


+12 Volts CL ]I— +5 Volts 
+12 Volts AC ][ ]j—-5 Volts 
45V Standby—[- ICH—+5 Volts 
| Power OK—{_JC}}—-5 Volts 


GND OCH GND 

+5 Volts-|C]E]]- GND 

: 4 GND-]LICI- GND 
^ ` el +5 Vols- ゴ ロロ -PSON# 

Lr] n GND OCH. GND 
o 9e @ @ [| 9 +3 Vols- ゴ ロー-12 Volts 
B +3 Volts []C]]—-3 Volts 

mm mm om ew RIC IL J a 


A N ・ 8 ピン +12V 電 源 コ ネクター に は 、 必 ず 8 ピ ン 電源 コネ クタ ー を 接続 し し くだ さい 。 


CPU へ 安定 し た 電流 を 確保 する た め に 、 す べ て の 電源 コネ クタ ー に 電源 ケー ブル を 接続 
し て くだ さい 。 


A ・ ATX12V version 24 また は それ 以降 の 規格 に 準拠 し た 電源 ユニ ッ ト を ご 使用 くだ さい 。 
大 量 に 電力 を 消費 する デバ イス を 使用 する 場合 は 、 高 出力 の 電源 ユニ ッ ト の 使用 を お 勧 
めし ます 。 電源 ユニ ッ ト の 能力 が 不 十分 だ と 、 シ ステ ム が 不安 定 に な る 、 また は シス テム 
が 起動 で き な く な る 等 の 問題 が 発生 する 場合 が あり ます 。 
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6. M.2Socket3 スロ ッ ト 
M.2 socket 3 (Key M) 規格 の SSD を 取り 付け る こと が で きま す 。 


Sg Vom 


EE 
Li a d 
d 


o 


OG mmm 


"m 
E EL. EE Q uz (SockETs) B 
mom ea  M2_2(SOCKETS3) E 


A | M2 1 スロ ッ ト : 
Key M, Type 2242/2260/2280/22110, SATA/PCIe 4.0 x4 接続 


* M.2 2 スロ ッ ト : 


Key M、Type 2242/2260/2280/22110、 SATA/PCle 3.0 x4 接続 
*M.2 Socket 3 第 2 スロ ッ ト (M.2_2) に M.2 SSD を 取り 付け た 場合 、 SATA 6Gb/s 第 5、 


第 6 ポー ト (SATA6G_56) は 無効 に な り ま す 。 
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7. SATA6Gb/s ポー ト 
SATA ス トレ ー ジ デバ イス や 光学 ドラ イブ を 接続 する こと が で きま す 。 


Ed Cr 
n 
= 
ua | | H 
F 
D 
m Gr [ 0 ^06 ^, @ 9, 
o の の の oo 
pen. ge ZS ge 
— K] EB Ee JEE 
LL LL LL 
8 C の の の の の の の 
に こつ 、 24 RSATA. TXP. RSATA_TXP 
= d OL Go CS 
C. See a 
L mm om m O) 


XXL (直角 型 ) を 取り 付け る 場合 
SATA ケ ー ブ ル を マザー ボー ド の SATA コ ネ 


5 
クタ ー と SATA デ バイ ス の SATA コ ネクター 
に し っ か り と 接続 し ます 。 接続 する 際 は 
A SATA コ ネクター の 内 部 形状 を 確認 し 、 ケ ー 


e ブル の 向き に 十分 ご 注意 くだ さい 


A ・ SATA 動 作 モ ー ド は 工場 出荷 時 AHCII に 設定 され て いま す 。 RAID を 構築 する 場合 は 、 
UEFI BIOS Utility で 「SATA Mode] を [RAID] に 設定 し て くだ さい 。 


RAID の 設定 に つい て は 、 RAID 設 定 マ ニュ アル を ご 覧 くだ さい 。 RAID 設 定 マ ニュ アル は 
弊社 Web サ イト か ら ダ ウン ロー ド し て ご 覧 いた だ け ま す 。 


M.2 Socket 3 第 2 スロ ッ ト (M.2_2) に M.2 SSD を 取り 付け た 場合 、 SATA 6Gb/ 第 5、 第 
6 ポー ト (SATA6G_56) は 無効 に な り ま す 。 
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USB 3.2 Gen 1 ヘッ ダー 


USB 3.2 Gen 1 増設 用 ブラ ケッ ト や フロ ント パネ ル の USB 3.2 Gen 1 端子 を 接続 する こと 
が で きま す 。 
& Am CIR 
o 
U32G1_12 
—_ | PIN1 
v] USB3+5V 
nre mee tee EI 
GENE EE [|e NAPE SEND Ta tL nA Pt sex 
-J InA P2 SSTX- La 。 InA P1 Sen 
x InA P2 SSTX« Le m+ GND 
GND Je et nA Pt D- 
IntA_P2_D- ks st: aa P1 D+ 
a Ia P2 D+ a HY GND 
m 
7 oU o o e []e 
mm me mmmm コ ロコ ヒ コー エ rmml 
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9. USB 2.0 ヘッ タダ ター 
USB 2.0 増設 用 ブラ ケッ ト や フロ ント パネ ル の USB 2.0 端子 を 接続 する こと が で きま す 。 
D HE rd 
EI 
B 
P B 
7" or Q USB E34 
e ooo [le Q USB E12 
ia gii 
$8820 
Q Lj p 
m E PIN1 > A , a 
à a a る 
À IEEE 1394 用 ケー ブル を USB 2.0 ヘッ ダー に 接続 し な いで くだ さい 。 マ ザー ボー ド が 損傷 する 原 
. 因 と な り ま す 。 
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10. 第 2 世代 アド レ サ ブル ヘッ タダ ー 


マイ クロ コン トロ ー ラ ー を 内 蔵 す る アド レス 可能 な WS2811 LED ド ライ バー[C 搭 載 の RGB 
LED WS2812B ベー ス の LED ス トリ ッ プ を 接続 する こと が で きま す 。 


HO KE 


D 


H ue 


ae E 
El WIE 
2i ES 
o [:] © e [le 
|] 


MO ADD GEN 2 


PIN 1 ell Ts) 


coy 
ni ol e o e [le x 
A 
mm m e e oom 


ES 
Ss 


Data 


Ground 


アド レ サ ブル ヘッ ダー は 、 定格 最大 5V/3A (LED 最大 500 個 まで ) の RGB LED WS2812B ベー 
ス の LED スト リッ プ に 対応 し て いま す 。 


コン ポー ネン ト の 取り 付け ・ 取 り 外 し を 行う 際 は 、 事 前 に ATX 電 源 が オフ に な っ て いる こと 、 
電源 ケー ブル が 電源 か ら 取 り 外 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 マ ザー ボー ド 及 び 周 辺 機 
器 、 コン ボー ネン ト の 故障 や 不具 合 の 原因 と な る 恐れ が あり ます 。 


実際 の 点灯 色 や 点灯 方 法 は 取り 付け た LED スト リッ プ の 種類 に より 異な り ます 。 


点灯 し な い 場 合 は 、LED ス トリ ッ プ が 本 製品 が サポ ー ト する 仕様 の 範囲 内 で ある こと 、 コ 
ネクター が 正しい 向き で 接続 され て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 


この ヘッ ダー に 接続 され た LED スト リッ プ は 電源 オン 時 の み 点 灯 し ます 。 


Ww ピラ f 
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11. RGB ヘッ ダー 
シス テム を 色 鮮 や か に 彩る こと が で きる RGB LED ス トリ ッ プ (LED テ ー ブ ) を 接続 する こと 


が で きま す 。 

E ae] emia CH 

Cen 

oO 
S Q RGB_HEADER1 
JS E PIN 1 ロロ ロロ 

1 田 +12VG R B 
E | E 
Ch ` = | | Q RGB_HEADER2 

Bet 
p " B 7 8 [| PIN 1 ロロ ロロ 


iS 


RGB ヘッ ダー は 、 電源 電圧 12V の SMD5050 RGB LED スト リッ プ に 対応 し て いま す 。 (定格 最大 
12/3A、 最 長 3m ま で ) 


9 


コン ポー ネン ト の 取り 付け ・ 取 り 外 し を 行う 際 は 、 事 前 に ATX 電 源 が オフ に な っ て いる こと 、 
電源 ケー ブル が 電源 か ら 取り 外さ れ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 マ ザー ボー ド 及 び 周 辺 機 
器 、 コン ボー ネン ト の 故障 や 不具 合 の 原因 と な る 恐れ が あり ます 。 


=> 


実際 の 点灯 色 や 点灯 方 法 は 取り 付け た LED スト リッ プ の 種類 に より 異な り ま す 。 


点灯 し な い 場 合 は 、LED ス トリ ッ プ が 本 製品 が サポ ー ト する 仕様 の 範囲 内 で ある こと 、 コ 
ネクター が 正しい 向き で 接続 され て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 


この ヘッ ダー に 接続 され た LED スト リッ プ は 電源 オン 時 の み 点 灯 し ます 。 


K 
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12. CMOS クリ アヘ ッ ダ ー 
CMOS クリ アヘ ッ ダ ー は 、CMOS5 の リア ル タ イ ムク ロッ ク (RTC) RAM を 消去 する た め の も 
の で す 。 CMOS RTC RAM を 消去 する こと に より 、 シス テム 時 計 、 シス テム パス ワー ド 、 お 


よび シス テム 設定 パラ メー タ を 初期 状態 戻す こと が で きま す 。 
D e 
5 = 
m | E 
EL s 
E ES | 
LJ" og 
o © © e [le kä 
INI CLRTC 


a 
SÉ 
[9] 


] 

oH © 60 oe [lo 

z ロロ 
= mm ms@= ICICI) "M: 


CMOS RTC RAM を 消去 する 手順 


1. 


2 
3: 
4 


A 
Z 


コン ピュ ー タ ー の 電源 を オフ に し 電源 コー ド を コン セン ト か ら 抜 きま す 。 
ドラ イ バ ー な どの 人 金属 製品 を 使用 し て 、 2 つの ピン に 触れ ショ ー ト させ ます 。 
電源 コー ド を 差し 込み 、 コ ンピュータ ー の 電源 を オン に し ます 。 


POST 画 面 に 「Press F1 to Run SETUP) と 表示 され た ら <F1> を 押し て UEFI BIOS 
Utility を 起動 し 設定 を 行い ます 。 


CMOS クリ アジ ャ ン パ ー ピ ン が ショ ー ト し た まま だ と シス テム は 正常 に 起動 し ませ ん 。 


上 記 の 手順 を 踏ん で も CMOS RTC RAM の デー タ が 消去 で き な い 場合 は 、 マ ザー ボー ド の ボタ 
ン 電 池 を 取り 外し 、 再 度 消去 手順 を 実施 し て くだ さい 。 
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13. 


フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ ヘッ ダー 
PC ケー ス な ど に 付属 する フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ モジ ュー ル を 接続 する こと が で きま 


ER 


=a m o e OO 


PRESENCE# 
SENSE1_RETUR 
SENSE2_RETUR 


GND 


AAFP 


PIN1 


8 


PORT2L 


PORT2R 


PORT1L 
PORT1R 
SENSE SEND 


HD-audio-compliant 


pin definition 


本 製品 を 最高 の オー ディ オバ パフォー マン ス で ご 使用 いた だ く た め に 、HD オ ー デ ィ オ モジ ュー 
ル を 使用 する こと を お すす めし ます 。 
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M. シス テム パネ ル ヘ ッ タ ダー 
PC ケー ス の ボタ ン や LED ケ ー ブ ル 、 ビー プス ピー カー な ど を 取り 付け る こと が で きま す 。 


Ba x 
P Oo 


Ei 


© 


$ pease 
Ci 


L Á g PLED | PwRsw][sPEAkER 

rz H * 
Ez] E 
e @ [| E , ZS 
bd 


@ ER 
A aa 
a mus uuEzo +339 
Y n al oega 
aiig + の の の 
PRIME SBE 
e $ PANEL 
C = PIN1 
L] C fh ー DEER 
K Huso a y 
IX. Si LEO Es | ao 
Ide = 
e ooo [| = 20/2 
1 FFT 
E 
cm (` mm 17 ュ = == | HDD_LED | RESET PLED 


. シス テム 電源 LED ヘ ッ ダ ー (PLED) 
シス テム 電源 LED 用 2 ピン /3-1 ビ ピン ヘッ ダー で す 。 PC ケー ス な どの 電源 LED ケ ー ブ ル を 接続 し 
ます この LED は シス テム の 電源 を オン に する と 点灯 し 、 シ ステ ム が スリ ー プ 状態 に 入る と 
点滅 し ます 
スト レー ジ デ バイ ス ア クティ ビ テ ィ LED ヘ ッ ダ ー (HDD LED) 
スト レー ジ デ バイ ス ア クティ ビ テ ィ LED 用 2 ビン ヘッ ダー で す 。 マザー ボー ド に 接続 し て い 
る スト レー ジ デ バイ ス が デー タ の 読み 書き を 行なっ て いる 状態 の 時 に 点灯 また は 点滅 し 
ます 
スピ ー カ ー ヘ ッ ダ ー (SPEAKER) 
シス テム 警告 スピ ビー カー 用 4 ピン ヘッ ダー で す 。 スピ ー カ ー は その 鳴り 方 で シス テム の 不具 
合 を 報告 し 、 警 告 を 発し ます 。 
電源 ボタ ン / ソ フト オフ ボタ ン ヘ ッ タ ダー (PWRSW) 
シス テム の 電源 ボタ ン 用 2 ピン ヘッ ダー で す 。 電源 ボタ ン を 押す と シス テム の 電源 が オン に 
EVES, 05 が 起動 し て いる 状態 で 、 電源 スイ ッ チ を 押し て か ら 4 秒 以内 に 離す と 、 シ ステ 
ム は OS の 設定 に 従い スリ ー プ モー ド 、 また は 休止 状態 、 シ ャ ッ ト ダ ウン に 移行 し ます 。 電源 
スイ ッ チ を 4 秒 以 上 長押 し する と 、 シ ステ ム は OS の 設定 に 関わ ら ず 強制 的 に オフ に な り ま 
KR 
リセ ッ ト ボ タン ヘッ ダー (RESET) 
リセ ッ ト ボ タン 用 2 ピン ヘッ ダー で す 。 リセ ッ ト ボ タン を 押す と シス テム は 強制 的 に 再起 動 
が 実行 され ます 。 保存 され て いな い 作 業 中 の デー タ は 削除 され て し まい ます 。 
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15. 温度 セン サー ヘッ ダー 
サー ミス タケ ー ブ ル を 接続 する こと で 、 任意 の 場所 や デバ イス の 温度 を モニ ター する こと 
が で きま す 。 


HR Bee 


D 


T_SENSOR 


— O H PIN is 


d 
" oH © © e [le 
D 
mm m m 


GND 


SENSOR IN 


16. Thunderbolt ヘッ ダー 
ASUS ThunderboltEX 拡張 カー ド を 接続 する 際 に 使用 し ます 。 ASUS ThunderboltEX 拡 
張 カ ー ド で は 、 デ イジ ー チ ェ ー ン 接続 に より 1 つの ポー ト で 最大 6 台 の Thunderbolt" デ バ 
イス と 3 台 の ネイ ティ ブ DisplayPort 対 応 デ イィ スプ レイ を 接続 する こと が で きま す 。 


G EE ビビ 
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o o 
e LI 
sl 

e ih 

e 
OS 

o 
GC SCL 
GC SDA 
I2C_IRQW 
RTD3_POWER_EN 
S_SLP_SO# IDLE 
PERST_N 
WAKE# 
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~ | | TB_HEADER 
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GND 
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17. BIOS FlashBack"LED 


BIOS FlashBack" の 実行 中 に 点灯 / 点 滅 し ます 
OQ ees 77 — | mFLBK LED 
o 
IER: 
(^ o o © o [je 
mal 
Be 
7 q 
Tf o m e © e [le 


w 
mm mm mm mm LI IC Jem} 


18. Q-LED 


シス テム は 起動 時 に POST (Power-on Self Test) と 呼ば れる 動作 チェ ッ ク を 実行 し ます 。 
Q-LED は 重要 な コン ポー ネン ト (CPU, メモ リー、 グ ラフ ィ ッ クス カー ド 、 起動 デバ イス ) を 
POST 時 に チェ ッ ク し 、 エ ラー が 検出 され る と 該当 箇所 の LED を 点灯 させ 問題 筒 所 を 通知 
し ます , LED が 点灯 し て いる 場合 、 シス テム は 正常 に 動作 する こと が で きま せん 。 Q-LED 
は 、 素 早く 問題 筒 所 を 発見 する こと が で きる 非常 に 便利 な 機能 で す 。 


Hi Fm 


in = BOOT (YELLOW GREEN) 
c» VGA (WHITE) 

c CPU (RED) 

c; DRAM (YELLOW) 


mm a oo SC 


fF 0-LED は シス テム の 起動 問 題 が 発生 し て いる 個所 の 特定 を 補助 する た め の も の で あり 、 あ ら 
£ ゆる 状況 で の 問題 を 正確 に 特定 する も の で は ご ざい ませ ん 。 あく まで も 目安 と し て ご 利用 く 
だ さい 。 
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基本 的 な 取り 付け 


2.1 コン ビュー ター を 組み 立て る 


本 マニ ュ ア ル で 使用 され て いる イラ スト や 画面 は 実際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 マ ザー 
ボー ド の レイ アウ ト は モデ ル に より 異な り ま す が 、 取り付け 方 法 は 同じ で す 。 


2.1.1 CPU を 取り 付け る 
AN ・ 本 製品 に は AMD AMA 規格 対応 の CPU ソケット が 搭載 され て いま す 。 AMD Socket AMA 
Ls \ パッ ケー ジ 以 外 の CPU は サポ ー ト し て お り ま せん 。 

CPU を 取り 付け る 際 は 、 必 ず 電 源 ケ ー ブ ル を コン セン ト か ら 抜い て 行なっ て くだ さい 。 


CPU の 取り 付け を 行なう 際 は 、 正 し い 手 順 で 行なっ て くだ さい 。 製品 保証 は 、CPU の 間 違 
っ た 取り 付け ・ 取 り 外 し に 起因 する 故障 及び 不具 合 に は 適用 され ませ ん 。 
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2.1.2 。 CPU クー ラー を 取り 付け る 


A CPU クー ラー を 取り 付け る 前 に 、 必ず CPU に サ 
ー マ ル グリ ス を 塗布 し て くだ さい 。 CPU クー ラー 

に は 、 サ ー マ ル グリ ス や 熱 伝導 体 シ ー ト な ど が 

購入 時 か ら 塗 付 さ れ て いる モデ ル も あり ます 。 
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VA ネジ と リテンション だ け 取り 外し ます 。 マ ザー ボー ド 底 面 の プレ ー ト は 取り 外さ な いで くだ さい 。 
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AIO ク ー ラ ー を 取り 付け る 


取付 け 方 や 使用 方 法 は 各 製 品 に 付属 の 取扱 説明 書 に 従っ て くだ さい 。 


CPU_OPT 


Chapter 2: 基本 的 な 取り 付け 


2.1.3 メモ リー を 取り 付け る 
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2.1.4 M.2SSD を 取り 付け る 


取り 付け る M.2 SSD が 


は 、 付属 の ゴム パッ ド を 貼 
り 付け て か ら ど 使用 くだ 
さい 。 

取り 付け る M.2 SSD が 部 
品 を 両面 に 搭載 する 両面 
実装 タイ プ の 場合 は 、 付 
属 の ゴム パッ ド を 貼り 付 
ナ な いよ うど 注意 くだ さ 
い 。 
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2.1.5 マザー ボー ド を 取り 付け る 


1. マザー ボー ド フ ォ ー ム ファ クタ ー に 合わ せ PC ケ ー ス に スペ ー サ ー を 取り 付け ます 。 次 
に 、PC ケ ー ス と マザー ボー ド の バッ ク パ ネル の 位置 を 合わ せる よう に 置き ます 。 


eo 
= 
ty 
で 
er 
(o 
= 
N 


2. 下図 を 参考 に 、 取 り 付け る ネジ を すべ て 仮 止め し 、 対角線 上 に 少し ずつ 締め て いき ます 


/N ネジ は きつ く 締 めす ぎ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
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216 。 電源 を 取り 付け る 
© 


Se 
シン 
C 


t ・ 必ず 8 ピン 電源 ケー ブル を 接続 し て くだ さい 。 


CPU へ 安定 し た 電流 を 確保 する た め に 、 す べ て の 電源 コネ クタ ー に 電源 ケー ブル を 接続 
し て くだ さい 。 


2.1.7 SATA デバ イス を 取り 付け る 
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2.1.8 フロ ント I/0 を 取り 付け る 
シス テム パネ ル ヘ ッ タ ダー フロ ント パネ ルオ ー デ ィ オ ヘッ ダー 


/N コネ クタ ー は 接続 で きる 向き が 決ま っ て いま す 。 端子 形状 を 確認 し 、 ま っ ず ぐ 奥 ま で 差し 込ん 
で くだ さい 。 
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2.1.9 拡張 カー ド を 取り 付け る 
PCI Express x16 カー ド 
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2.2 UEFI BIOS を 更新 する 
BIOS FlashBack™ 


BIOS FlashBack" は これ まで の BIOS 更 新 ツ ー ル と は まっ た く 違 う 、 と て も 便利 な UEFI BIOS の 更 
新手 段 で す 。 UEFI BIOS Utility や 05 を 起動 する こと な く 、 簡 単に UEFI BIOS を 更新 する こと が で 
きま す 。 CPU や メモ リー の 取り 付け は 不要 で 、 特定 の USB ポ ー ト に BIOS イ メー ジフ ァイル を 保存 
し た USB メ モリ ー を 接続 し 、 BIOS FlashBack™ ボタ ン を 数 秒間 押す だ け で 、 スタ ン バ イ 電源 で 自 
動 的 に UEFI BIOS の 更新 を 行なう こと が で きま す 。 

手順 : 


1. ASUS オフ ィ シ ャ ル サ イ ト か ら BIOS5 イメ ー ジ ファ イル を ダウ ン ロ ー ド し 、 ダ ウン ロー ド し た 
ファ イル を 展開 し ます 。 


2. 展開 に よっ て 出現 し た BIOS5 イメ ー ジ ファ イル の 名 前 を 「RB550FGW.CAP] に 変更 し ます 。 
3. BIOS イメ ー ジ ファ イル を USB メモ リー の ルー トディ レク トリ に コピ ー し ます 。 


4 コンピ ュー ター を シャ ッ ト ダ ウン し 、 BIOS イ メー ジフ ァイル を 入れ た USB メ モリ ー を BIOS 
FlashBack™ に 対応 する USB ポー ト に 接続 し ます 。 


5. BIOS FlashBack™ ボタ ン 近 く の BIOS FlashBack" LED が 点滅 する まで 、 3 秒 以上 BIOS 
FlashBack™ ボタ ン を 長押 し し ます 。 


BIOS FlashBack" ボタ ン BIOS FlashBack" ポー ト 


6. BIOS FlashBack" が 完了 する と LED は 消灯 し ます 。 LED が 完全 に 消灯 し た こと を 確認 し て 
シス テム を 起動 し 、UEFI BIOS Utility を 確認 し ます 。 


A - UEFIBIOS 更 新 中 は USB メ モリ ー を 取り 外す 、 電源 ブラ グ を 抜く 、 オ ン ボ ー ド スイ ッ チ を 

/ Y 押す ジャ ン パ スイ ッ チ の 位置 を 変更 する な ど 一 切 の 行為 を 行わ な いよ うど 注意 くだ さ 
い 。 BIOS 更 新 中 に 他 の 行為 を 行なっ た 場合 、UEFI BIO5 の 更新 が 中 断 する 可能 性 が あり ま 
あ 


BIOS FlashBack™ LED が 5 秒 ほど 点 減 し た あと で 点灯 状態 と な る 場合 は 、BIOS 
FlashBack" 機能 が 正常 に 動作 に てい な いこ と を 示し て いま す 。 
考え られ る 原因 : 
1.USB ス トレ ー ジ が 正しく 取り 付け られ て いな い 。 

2. サ ポー ト 外 の ファ イル シス テム 、 ま た は ファ イル 名 が 正しく な い 。 

て の よう な エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 電 源 ユ ニッ ト の スイ ッ チ を オフ に する な ど し て シス 
テム の 電源 を 完全 に オフ に し た 後に 再度 実行 し て くだ さい 。 


UEFI BIOS の アッ プ デ ー ト に は リス ク が 伴い ます 。 UEFI BIOS の アッ プ デ ー ト に 失敗 する 

と 、UEFI BIOS が 破損 、 損傷 し シス テム を 起動 する こと が で き な く な る 恐れ が あり ます 。 UEF 
BIOS の アッ プ デ ー ト に 伴う 不具 合 、 動作 不良 、 破 損 等 に 関し まし て は 保証 の 対象 外 と な り ま 
3$. 


242 Chapter 2: 基本 的 な 取り 付け 


2.3 バッ ク パ ネル と オー ディ オ 接 続 
2.3.1 バッ ク パ ネル イン ター フェ ー ス 


バッ ク パ ネル イン ター フェ ー ス 

1. USB 2.0 ポート 

2. USB 3.2 Gen 2 Type-A ポート 

3. Intel® 1225-V イー サ ネ ッ ト ポ ー ト * 
A DisplayPort 出力 ポー ト 

5. BIOS FlashBack" ボタ ン 


6. USB 3.2 Gen 1 Type-A ポー ト 

7 USB 3.2 Gen 2 Type-C° ポー ト 
8. HDMI™ 出力 ボー ト 

9. 光 デ ジ タル S/PDIF 出力 ボー ト 


10. オー ディ オ ボ ー ト * 


*/ LED の 点灯 内 容 、 及び オー ディ オ ポ ボート の 構成 は 次 の ペー ジ で ご 確認 くだ さい 。 
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* Intel® 1225-V イー サ ネ ッ ト ボ ー ト - LED イ ンジ ケー ター 


アク ティ ブリ ンク LED スピ ー ド LED アク ティ ブリ ンク 
mM - BUR LED スピ ー ド LED 


100 Mbps C] 
2.5 Gbps 


1 Gbps / 100 Mbps / イー サ ネ ッ ト ポ ボー ト 
10 Mbps 


* オー デイ オ 構 成 表 
ヘッ ド セ ッ ト 5 5 s 
2 チャ ン ネ ル 4 チャ ン ネ ル 5.1 チ ャ ン ネ ル 7.1 チ ャ ン ネ ル 
ライ トブ ルー ライ ン 入 力 ライ ン 入 力 ライ ン 入 力 サイ ドス ピー カー 出力 
= ERA フロ ント フロ ント フロ ント 
ライ ム TUA | スピー カー 出力 スピ ビー カー 出力 Repth 


マイ ク 入 力 マイ ク 入 力 マイ ク 入 力 マイ ク 入 力 
セン ター/ セン ター/ 
サブ ウー ファ サブ ウー ファ 


リア リア 
スピ ー カ ー 出 力 スピ ー カ ー 出 力 
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2.3.2 オー ディ オ 接 続 
オー ディ オ ボ ポー ト 


| light blue 


| lime 


|— pink 


ステ レオ スピ ー カ ー に 接続 


€ =m 
us Be | 


© © 
@ @ | 
tal LU 


2 チャ ン ネ ルス ピー カー に 接続 


d. 
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4 チャ ン ネ ルス ピー カー に 接続 


Ie @©)| 


de 


5.1 チャ ン ネ ルス ピー カー に 接続 


i” la 
1111 


SEI 
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2.4 シス テム を 起動 する 


1. すべ て の コン ポー ネン ト や デバ イス の 取り 付け が 完了 し た ら 、PC ケ ー ス の カバ ー を 取り 付 
WES. 


すべ て の スイ ッ チ が オフ に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 

電源 ケー ブル を PC ケー ス 背 面 の 電源 ユニ ッ ト の コネ クタ ー に 接続 し ます 。 
電源 ケー ブル を コン セン ト に 接続 し ます 。 

以下 の 順番 で デバ イス の 電源 を オン に し ます 。 

a. モニ ター ディス プレ イ 

b. 外部 デバ イス 類 (デイ ジー チェ ー ン の 最後 の デバ イス か ら ) 

c. シス テム 電源 

6. 電源 ユニ ッ ト に スイ ッ チ が ある 場合 は スイ ッ チ を オン 状態 に し ます 。 次 に PC ケー ス の 電源 
ボタ ン を 押し て シス テム の 電源 を オン に し ます 。 正常 に 電源 が オン に な る と シス テム 電源 
LED が 点灯 し ます 。 また 、 ディ スプ レイ が スタ ン バ イ 状態 の 場合 、 シス テム の 電源 を オン に 
する と ディ スプ レイ は 自動 的 に スタ ン バ イ 状態 か ら 復帰 し ます 。 


次 に 、 シ ステ ム は POST(Power( On Self Test) と 呼ば れる 起動 時 の 自己 診断 テス ト を 実行 し 
ます , この POST 時 に 問題 が 確認 され た 場合 は BIOS に より ビー プ 音 が 発せ られ る か 、 デ イィ ス 
プレ イ 画 面 上 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


シス テム の 電源 を オン に し て か ら 30 秒 以上 経過 し て も ディ スプ レイ 画面 に な に も 表示 され 
な い 場 合 は 、 電源 オン テス ト に 失敗 し た 可能 性 が あり ます 。 ジャ ン パー 設定 や 取り 付け た 
デバ イス の 状態 を 確認 し 、 問題 が 解決 し な い 場 合 は 各 メ ー カ ー や 販売 店 に ご 相談 くだ さ 
US 次 の 表 は ビー プ 音 が 示す エラ ー の 内 容 で す 。 


uF wn 


UEFIBIOS ビー プ 


短い ビー プ 1 回 グラ フィ ックス カー ド の 検出 (正常 起動 ) 
(+) e ト 設定 が 無効 (正常 起動) 
ー ボ ー ド 検出 エラ ー 


長い ビー プ 1 回 十 短 い ビ ー プ 2 回 メモ リー 検出 エラ ー 
"n iaa 
Q2 d 回 十 短 い ビ ー プ 3 グラ フィ ックス カー ド 検 出 エラ ー 


長い ビー プ 1 回 十 短 い ビ ー プ 4 回 ハー ドウ ェ ア エ ラー 
(— P +) 


7. POST 中 に キー ボー ド の <F2> ま た は <Delete> を 押す と UEFI BIOS Utility を 起動 する こと 
が で きま す 。UEFI BIOS Utility に つい て 、 詳 細 は Chapter 3 を ご 参照 くだ さい 。 


2.5 シス テム の 電源 を オフ に する 


05 が 起動 し て いる 状態 で 、 電源 スイ ッ チ を 押し て か ら 4 秒 以内 に 離す と 、 シ ステ ム は OS の 設定 に 
従い スリ ー プ モー ド 、 ま た は 休止 状態 、 シ ャ ッ ト ダ ウン に 移行 し ます 。 電源 スイ ッ チ を 4 秒 以上 押 
す と 、 シ ステ ム は OS の 設定 に 関わ ら ず 強 制 的 に オフ に な り ま す 。 この 機能 は 、05 や シス テム が ハ 
ング アッ プ (ロッ ク ) し て 、 通 常 の シス テム 終了 作業 が 行え な い 場 合 に の み ご 使用 くだ さい 。 強制 
dom md ト に 負担 を か け ま す 。 万 一 の 場合 を 除き 頻繁 に 強制 終了 を し な いよ う ご 
注意 くだ さい 。 
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BIOS と RAID 


UEFI BIOS Utility と RAID の 設定 方 法 に つい て 、 詳し く は 弊社 Web サ イト に 掲載 の マニ ュ ア ル 
ご 覧 くだ さい 。 


3.1 UEFI と は 


ASUS UFFI BIOS は 、 従 来 の キー ボー ド 操 作 だ け で な く マ ウス で の 操作 も 可能 と な っ た グラ フ 
ィ カ ル で ユー ザー フレ ンド リー な イン ター フェ ー ス で す 。0S を 使用 する の と 同じ くら い に 簡 単 

= に 操作 する こと が で きま す 。* EFI (UEF) が 従来 の BIOS と 同じ 機能 を 持つ こと か ら 、ASUS は FEFI 
(UEFI) を 「UEFI BI0S」、「BIOS」 と 表記 し ます 。 


UEFI (Unified Extensible Firmware Interface) Id, Intel 社 が 提唱 し て いる 、 従 来 パ ソコ ン の ハ 
ー ド ウェ ア 制 御 を 担っ て きた BIOS に 代わ る 、05 と ファ ー ム ウェ ア の イン ター フェ ー ス 仕様 で 
す 。UEFI は 非常 に 高 機能 な 最新 の ファ ー ム ウェ ア で 従来 の BIOS と 違い 拡張 性 に 富ん で いま 
す 。UEFI の 設定 は マザー ボー ド の CMOS RAM (CMOS) に 保存 され て いま す 。 通 常 、UEFI の デフ ォ 
ルト 設定 は ほとん どの 環境 で 、 最 適 な パフ ォ ー マ ンス を 実現 で きる よう に 設定 され て いま す 。 以 
下 の 状 況 以外 で は 、 デ フォ ルト 設定 の まま で 使用 する こと を お 勧め し ます 。 
シス テム 起動 中 に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、UEFI BIOS Utility を 起動 する よう に 指示 が 
あっ た 場合 
UEFI BIOS の 設定 を 必要 と する コン ポー ネン ト を シス テム に 取り 付け た 場合 


AN 不適 切な 設定 を 行なう と 、 シ ステ ム が 起動 し な い 、 ま た は 不安 定 に な る と いっ た 症状 が 出る こ 
AEN E en a i a 
S く お 勧 めし ます 。 
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3.2 UEFI BIOS Utility 


BIOS (Basic Input and Output System) と は 、 マ ザー ボー ド に 接続 され た コン ポー ネン ト ・ デ バ 
イス を 制御 する シス テム プロ グラ ム で す 。 コ ンピュータ ー の 起動 時 に 最初 に 起動 する プロ グラ ム 
で 、 記 憶 装置 の 構成 オー バー クロ ッ ク 設 定 、 電 源 の 管理 、 起 動 デ バイ ス 設 定 な どの シス テム ハー 
ドウ ェ ア の 設定 を する こと が で きま す 。 

本 製品 に は BIOS に 代わ る UEFI (Unified Extensible Firmware Interface) が 搭載 され て いま す 。UEFI 
BIOS Utility で は 各種 パラ メー ター の 調整 や 各種 機能 の 有効 / 無 効 、BIOS イ メー ジ の 更新 な ど を 
行なう こと が で きま す 。 


コン ピュ ー タ ー の 起動 時 に UEFI BIOS Utility を 起動 する 


シス テム は 起動 時 に POST (Power On Self Test) と 呼ば れる 起動 時 の 自己 診断 テス ト を 実行 
し ます 。 この POST 中 に <F2> ま た は <Delete> を 押す こと で UEFI BIOS Utility を 起動 する こと 
が で きま す 。 


ZS, ・ 。 マウ ス で UEFI BIOS Utility の 操作 を 行なう 場合 は 、US5B マ ウス を マザー ボー ド に 接続 し て 
か ら シ ステ ム の 電源 を オン に し て くだ さい 。 


変更 し た 後 シ ステ ム が 不安 定 に な る 場合 は 、、 デ フォ ルト 設定 を ロー ド し て くだ 
in eric 定 に 戻す に は 、<F5> を 押す か Exit メ ニュ ー の [Load Optimized 
Defaults」 を 実行 し ます 。 


定 を 変更 し た 後 シ ステ ム が 起動 し な く な っ た 場合 は 、CMOS ク リア を 実行 し UEFI BIOS 
DUREE ALT ト し て くだ さい 。 


UEFI BIOS Utility は Bluetooth デバ イス に は 対応 し て お り ま せん 。 


メニ ュー 画面 

UEFI BIOS Utility に は 、EZ Mode と Advanced Mode の 2 つの モー ド が あり ます 。 モ ー ド の 切り 替 
え は <F7> を 押す か 、 画 面 右 下 の 「Advanced Mode(F7)」/「EZ Mode(F7)」 ボ タン を 押す こと で 簡 
単に 切り 替え る こと が で きま す 。 


3.3 EZ Update 


EZ Updatel&, Windows® 環境 で UEFI BIOS の 更新 を 行なう こと が で きる ユー ティ リティ で す 。 オ 
ン ラ イン で UEFI BIOS や 各種 ユー ティ リティ を 更新 する こと が で きま す 。 


EZ Update を 使用 する に は 、 イ ンタ ーネット 接続 が 必要 で す 。 
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3.4 ASUS EZ Flash 3 Utility 


ASUS EZ Flash 3 Utility は 、05 ベ ー ス の ユー ティ リティ を 起動 する こと な く UEFI BIOS を 短 時 間 で 
更新 する こと が で きま す 。 


fF 安全 性 及び 信頼 性 を 確保 する た め 、Load Optimized Defaults を 実行 し UEFI BIOS の 設定 を 
初期 設定 値 に 戻し て か ら 更 新 を 行なっ て くだ さい 。 


UEFI BIOS を 更新 する : 


ショ ン の USB メ モリ ー な ど を ご 使用 くだ さい 。 


UEFI BIOS の 更新 中 に シス テム の シャ ッ ト ダ ウン や リセ ッ ト を 行わ な いで くだ さい 。 UEFI 
BIOS が 破損 、 損傷 し シス テム を 起動 する こと が で き な く な る 恐れ が あり ます 。 UEFI BIOS 
の 更新 に 伴う 不具 合 、 動作 不良 、 破損 等 に 関し まし て は 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 


A ・ 安全 性 及び 信頼 性 を 確保 する た め 、 FAT32/16 フ ァイル シス テム を も つ シ ング ル パ ー テ ィ 


1. BIO5 イ メー ジフ ァイル を 保存 し た USB メ モリ ー を シス テム に セッ ト し ます 


2. UEFI BIOS Utility の Advanced Mode を 起動 し 、Too| メニ ュー か ら [ASUS EZ Flash 3 
Utility) を 起動 し ます 。 


3. Drive フ ィ ー ル ド で BIOS イ メー ジフ ァイル が 保存 され て いる USB メ モリ ー を 選択 し <Enter> 
を 押し ます 。 


A Folder フィ ー ル ド で 更新 に 使用 する BIOS イ メー ジフ ァイル を 選択 し <Enter> を 押し ます 。 


5. 読み 込ま れ た BIOS メ ー ジ ファ イル が 正しい こと を 確認 し 、UEFI BIOS の 更新 を 開始 し ま 
ER 


6. UEFIBIOS の 更新 が 完了 し た ら 、「0K」 ボタ ン を 押し て シス テム を 再起 動 し ます 。 
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3.5 ASUS CrashFree BIOS 3 


ASUS CrashFree BIOS 3 は UEFI BIOS を 復旧 する こと が で きる ツー ル で す 。, 更新 時 な ど に 破損 し た 
UEFI BIOS を USB メ モリ ー を 使用 し て 復旧 する こと が で きま す 。 


^ ・ 最新 の BIOS イ メー ジフ ァイル は 、ASUS オ フィ シャ ル サ イト (https7/wwwasuscom/ 
support) か ら ダウ ン ロ ー ド する と と が で きま す 。 


本 機能 を 使用 する 前 に USB メ モリ ー に 保存 し た BIOS メ ー ジ ファ イル の 名 前 を 
「RB550FGW.CAP」 に 変更 し て くだ さい 。 


UEFI BIOS を 復旧 する 

手順 

1. BIO5 イ メー ジフ ァイル を 保存 し た USB メ モリ ー を シス テム に セッ ト し ます 。 
2. シス テム の 電源 を オン に し ます 。 


3. USB メ モリ ー の BIO5 イ メー ジフ ァイル が 検出 され る と 、 BIOS イ メー ジフ ァイル を 読み 込み 
自動 的 に UEFI BIOS の 復旧 を 開始 し ます 


4. UEFIBIOS の 復旧 が 完了 し た ら 、UEFI BIOS Utility で Load Optimized Defaults を 実行 し て 
設定 を 初期 設定 値 に 戻し ます 。 


が 破損 、 損傷 し シス テム を 起動 する こと が で き な く な る 恐れ が あり ます 。 UEFI BIOS の 更新 に 


t UEFI BIOS の 更新 中 に シス テム の シャ ッ ト ダ ウン や リセ ッ ト を 行わ な いで くだ さい 。 UEFI BIOS 
伴う 不具 合 、 動作 不良 破損 等 に 関し まし て は 保証 の 対象 外 と な り ま す 。 
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3.6 RAID 
本 製品 は 、RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks) レベ ル 0、1、10 を サポ ー ト し て いま 


o 


Zë, RAID の 設定 に つい て は 、 RAID 設 定 マ ニュ アル を ご 覧 くだ さい 。 
名言 語 の RAID 設 定 マ ニュ アル は 弊社 Web サ イト か ら ダ ウン ロ 
ー ド し て ご 覧 いた だ け ま す 。 


RAID 定 義 


RAID 0 (デー タス トラ イ ピ ング ): 

SAITA ス トレ ー ジ デバ イス に 対し パラ レル 方 式 で デー タ を 読み / 書 き し ま す , それ ぞ れ の SATA ス ト 
レー ジ デ バイ ス の 役割 は シン グル ドラ イブ と 同じ で す が 、 転送 率 は アレ イ に 参加 し て いる 人 台数 倍 
に 上 り 、 デー タ へ の アク セス 速度 を 向上 させ ます 。 セッ ト ア ッ プ に は 、 最低 2 台 の SATA ス トレ ー ジ 
デバ イス (同じ モデ ル 、 ARS) が 必要 で す 。 

RAID 1 (デー タ ミ ラ ー リ ング ): 

1 台 目 の ド ライ ブ か ら 、 2 台 目 の ドラ イブ に 、 同じ デー タイ メー ジ を コピ ー し 保存 し ます 。 ドラ イブ 
が 1 台 破損 し て も 、 デ ィ ス クア レイ マネ ジメント ソフ トウ ェ ア が 、 アプ リケーション を 正常 な ドラ イ 
ブ に 移動 する こと に よっ て 、 完全 な コピ ー と し て 残り ます 。 シス テム 全体 の デー タプ ロ テ ク ショ ン 
と フォ ー ル ト ・ ト レラ ンス を 向上 させ ます 。 セッ ト ア ッ プ に は 、 最低 2 台 の 新しい SAIA ス トレ ー ジ 
デバ イス 、 ま た は 、 既存 の ドラ イブ と 新しい ドラ イブ が 必要 で す 。 既存 の ドラ イブ を 使う 場合 、 新 
し い ド ライ ブ は 既存 の も の と 同じ サイ ズ か それ 以上 で ある 必要 が あり ます 。 

RAID 10 (ミラ ー リ ング + スト ライ ピン グ ) : 

デー タス トラ イ ピ ング と デー タ ミ ラ ー リ ング を パリ ティ (冗長 デー タ ) な し で 結合 し た も の 。 RAID 
0 と RAID 1 構成 の すべ て の 利点 が 得 ら れ ま す 。 セッ ト ア ッ プ に は 、 最低 4 台 の SAIA ス トレ ー ジ デバ 
イス が 必要 で す 。 
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付録 
特記 事項 


FCC Compliance Information 


Responsible Party: Asus Computer International 
Address: 48720 Kato Rd., Fremont, CA 94538, USA 
Phone / Fax No: (510)739-3777 / (510)608-4555 


Identification of the assembled product: INTEL? WI-FI 6 AX200 
Identification of the modular components used in the assembly: 
Model Name: INTEL? WI-FI 6 AX200 FCC ID: PD9AX200NG 


This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following 
two conditions: (1) This device may not cause harmful interference, and (2) this device must 


accept any interference received, including interference that may cause undesired operation. 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide 
reasonable protection against harmful interference in a residential installation. This 
equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed 

and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or television 
reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the user is 
encouraged to try to correct the interference by one or more of the following measures: 


- Reorient or relocate the receiving antenna. 
- Increase the separation between the equipment and receiver. 


- Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver 
is connected. 


- Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 


RF exposure warning 


This equipment must be installed and operated in accordance with provided instructions and 
the antenna(s) used for this transmitter must be installed to provide a separation distance of 
at least 20 cm from all persons and must not be co-located or operating in conjunction with 
any other antenna or transmitter. End-users and installers must be provide with antenna 
installation instructions and transmitter operating conditions for satisfying RF exposure 
compliance. 
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Compliance Statement of Innovation, Science and Economic 
Development Canada (ISED) 

This device complies with Innovation, Science and Economic Development Canada licence 
exempt RSS standard(s). Operation is subject to the following two conditions: (1) this device 


may not cause interference, and (2) this device must accept any interference, including 
interference that may cause undesired operation of the device. 


Operation in the band 5150-5250 MHz is only for indoor use to reduce the potential for 
harmful interference to co-channel mobile satellite systems. 


CAN ICES-3(B)/NMB-3(B) 


Déclaration de conformité de Innovation, Sciences et 
Développement économique Canada (ISED) 

Le présent appareil est conforme aux CNR d'Innovation, Sciences et Développement 
économique Canada applicables aux appareils radio exempts de licence. L'exploitation est 
autorisée aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, 


et (2) l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, méme si le 
brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement. 


La bande 5150-5250 MHz est réservée uniquement pour une utilisation à l'intérieur afin de 
réduire les risques de brouillage préjudiciable aux systemes de satellites mobiles utilisant 
les memes canaux. 


CAN ICES-3(B)/NMB-3(B) 
VCCI: Japan Compliance Statement 


Class B ITE 


LONE. 77 A BARRA CT, TORE, FERRE CHAT OC LEA 
的 と し て いま す が 、 こ の 装置 が ラテ ジオ や テレ ビジ ョ ン 受 信 機 に 近接 し て 使用 さ 
受信 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 


取扱 説明 書 に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て 下さ い 、。 


VOCI=B 


KC: Korea Warning Statement 
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Google" License Terms 


Copyright© 2020 Google Inc. All Rights Reserved. 

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the “License"): you may not use this file 
except in compliance with the License. You may obtain a copy of the License at: 
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0 


Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the 
License is distributed on an “AS IS” BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS 
OF ANY KIND, either express or implied. 


See the License for the specific language governing permissions and limitations under the 
License. 


NCC: Taiwan Wireless Statement 

f RUSSES E E EE SA 
EE RESRAEEEB Ea SR E LZ FEIER YABE 低 功 率 射 頻 電機 之 使 用 不得 影響 飛 航 安全 及 
千 提 合法 通信 : 経 合 現有 干 援 現象 時 ・ 應 立 即 停 用 ・ 並 改善 至 無 干 提 時 方 得 継 績 使用 o 
前 項 合法 通信 ・ 指 依 電信 法規 定 作業 之 無線 電通 信 o 低 功 率 射 頻 電機 須 妨 受 合法 通信 束 
IE EE 7 THE e 


fea o RAE BR ESSERI © 


Japan RF Equipment Statement 


屋外 で の 使用 に つい て 

本 製品 は 、5GHz 帯 域 で の 通信 に 対応 し て いま す 。 電波 法 の 定め に より 5.2GHz、5.3GHz 帯 城 電 
波 は 屋外 で 使用 が 禁じ られ て いま す 。 

法律 お よび 規制 居 守 

本 製品 は 電波 法 及 び こ れ に 基づく 命令 の 定め る と ころ に 従い 使用 し て くだ さい : 日 本 国外 で は 、 

その 国 の 法律 また は 規制 に より 、 本 製品 の 使用 が で き な い と と が あり ます 。 と の よう な 国 で は 、 本 
製品 を 運用 し た 結果 、 罰 せら れる こと が あり ます か が 、 当 社 は 一 切 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 
くだ さい 。 


Précautions d'emploi de l'appareil : 


a. Soyez particuliérement vigilant quant à votre sécurité lors de l'utilisation de cet 
appareil dans certains lieux (les avions, les aéroports, les hópitaux, les stations- 
service et les garages professionnels). 


b. Évitez d'utiliser cet appareil à proximité de dispositifs médicaux implantés. Si 
vous portez un implant électronique (stimulateurs cardiaques, pompes à insuline, 
neurostimulateurs...), veuillez impérativement respecter une distance minimale de 15 
centimétres entre cet appareil et l'implant pour réduire les risques d'interférence. 付 


c. Utilisez cet appareil dans de bonnes conditions de réception pour minimiser le niveau 
de rayonnement. Ce n'est pas toujours le cas dans certaines zones ou situations, 
notamment dans les parkings souterrains, dans les ascenseurs, en train ou en voiture 
ou tout simplement dans un secteur mal couvert par le réseau. 
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d.  Tenezcetappareil à distance du ventre des femmes enceintes et du bas-ventre des 
adolescents. 
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Declaration of compliance for product environmental regulation 


ASUS follows the green design concept to design and manufacture our products, and 
makes sure that each stage of the product life cycle of ASUS product is in line with global 
environmental regulations. In addition, ASUS disclose the relevant information based on 
regulation requirements. 


Please refer to http://csr.asus.com/Compliance.htm for information disclosure based on 
regulation requirements ASUS is complied with: 


EU REACH and Article 33 


Complying with the REACH (Registration, Evaluation, Authorisation, and Restriction of 
Chemicals) regulatory framework, we published the chemical substances in our products at 
ASUS REACH website at http://csr.asus.com/english/REACH.htm. 


EU RoHS 


This product complies with the EU RoHS Directive. For more details, see 
http://csr.asus.com/english/article.aspx?id=35 


India RoHS 


This product complies with the "India E-Waste (Management) Rules, 2016" and prohibits 
use of lead, mercury, hexavalent chromium, polybrominated biphenyls (PBBs) and 
polybrominated diphenyl ethers (PBDEs) in concentrations exceeding 0.1% by weight in 
homogenous materials and 0.01% by weight in homogenous materials for cadmium, except 
for the exemptions listed in Schedule ll of the Rule. 


Vietnam RoHS 


ASUS products sold in Vietnam, on or after September 23, 2011,meet the requirements of 
the Vietnam Circular 30/2011/TT-BCT. 

Các san pham ASUS bán tai Viêt Nam, vào ngày 23 tháng 9 nam2011 tré vé sau, déu phai dap ing 
Các yêu cau cua Thông tu 30/2011/TT-BCT cua Viêt Nam. 


Turkey RoHS 
AEEE Yönetmeliğine Uygundur 


ASUS Recycling/Takeback Services 


ASUS recycling and takeback programs come from our commitment to the highest 
standards for protecting our environment. We believe in providing solutions for you to 
be able to responsibly recycle our products, batteries, other components as well as the 
packaging materials. Please go to http://csr.asus.com/english/Takeback.htm for detailed 
recycling information in different regions. 


付録 


DO NOT throw the motherboard in municipal waste. This product has been designed to 

enable proper reuse of parts and recycling. This symbol of the crossed out wheeled bin 

indicates that the product (electrical and electronic equipment) should not be placed in 
KH municipal waste. Check local regulations for disposal of electronic products. 


DO NOT throw the mercury-containing button cell battery in municipal waste. This symbol 
of the crossed out wheeled bin indicates that the battery should not be placed in municipal 
waste. 


Regional notice for California 


A WARNING 


Cancer and Reproductive Harm - 
www.P65Warnings.ca.gov 
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Simplified EU Declaration of Conformity 

ASUSTek Computer Inc. hereby declares that this device is in compliance 
with the essential requirements and other relevant provisions of Directive 
2014/53/EU. Full text of EU declaration of conformity is available at 
https://www.asus.com/support/ 

The WiFi operating in the band 5150-5350MHz shall be restricted to indoor 
use for countries listed in the table below: 

Déclaration simplifiée de conformité de l'UE 

ASUSTek Computer Inc. déclare par la présente que cet appareil est 
conforme aux critéres essentiels et autres clauses pertinentes de la directive 
2014/53/EU. La déclaration de conformité de l'UE peut être téléchargée a 
partir du site internet suivant : https://www.asus.com/support/ 

Dans la plage de fréquence 5150-5350 MHz, le Wi-Fi est restreint à une 
utilisation en intérieur dans les pays listés dans le tableau ci-dessous: 
Vereinfachte EU-Konformitátserklárung 

ASUSTek COMPUTER INC erklärt hiermit, dass dieses Gerät mit den 
grundlegenden Anforderungen und anderen relevanten Bestimmungen 
der Richtlinie 2014/53/EU übereinstimmt. Der gesamte Text der EU- 
Konformitátserklárung ist verfügbar unter: https://www.asus.com/support/ 


Forenklet EU-overensstemmelseserklzering 

ASUSTeK Computer Inc. erklaerer hermed at denne enhed er i 
overensstemmelse med hovedkravene og ovrige relevante bestemmelser i 
direktivet 2014/53/EU. Hele EU-overensstemmelseserklaeringen kan findes 
pa https://www.asus.com/support/ 

Wi-Fi, der bruger 5150-5350 MHz skal begrænses til indendørs brug i lande, 
der er anfort i tabellen: 

Vereenvoudigd EU-conformiteitsverklaring 

ASUSTeK Computer Inc. verklaart hierbij dat dit apparaat voldoet aan de 
essentiele vereisten en andere relevante bepalingen van Richtlijn 2014/53/ 
EU. De volledige tekst van de EU-conformiteitsverklaring is beschikbaar op 
https://www.asus.com/support/ 

De WiFi op 5150-5350MHz zal beperkt zijn tot binnengebruik voor in de 
tabel vermelde landen: 

Lihtsustatud EU vastavusdeklaratsioon 

Käesolevaga kinnitab ASUSTek Computer Inc, et seade vastab direktiivi 
2014/53/EU olulistele nõuetele ja teistele asjakohastele sätetele. EL 
vastavusdeklaratsiooni täistekst on saadaval veebisaidil 
https://www.asus.com/support/ 


DerWLAN-Betrieb im Band von 5150-5350 MHz ist für die in der unteren 
Tabelle aufgeführten Länder auf den Innenbereich beschränkt: 
Dichiarazione di conformità UE semplificata 
ASUSTek Computer Inc. con la presente dichiara che questo dispositivo è 
conforme ai requisiti essenziali e alle altre disposizioni pertinenti con la 
direttiva 2014/53/EU. Il testo completo della dichiarazione di conformità UE 
è disponibile all'indirizzo: https://www.asus.com/support/ 
l'utilizzo della rete Wi-Fi con frequenza compresa nell'intervallo 5150- 
5350MHz deve essere limitato all'interno degli edifici per i paesi presenti 
nella seguente tabella: 
Vnpomennoe sasis:tenue 0 COOTBETCTBHH esponeiickoií AMpekTHBe 
ASUSTek Computer Inc. sastiser, TO ycrpoiicrao coorBererByer OCHOBHbIM 
TpeOoBaHHaM H JIDyTIIM COOTBCTCTBYIOIHNM yCJIOBISIM MHpEKTHBLI 2014/53/ 
EU. IHonnbiit reket CKJIADIHH COOTBCTCTBH EC AOCTVIeH na 
hti Wwww.asus.com/support/ 
Pa6ora WiFi B juarasone uacror 5150-5350 nompkHa Obrrb orpannyena 
HCTIO/IB3OBAHHEM B IIOMEIIIeHHIX JIA CTDaH、 nepeuncennbix B Ta62ume ne: 
RIN aN oe jill edi (il i le] 
ey Rela) ualle (il go Jee) Da A ASUSTek Computer 4S 54 js 
il gll ey SN ad! à s .2014/53/EU tai Lalai All ls us AMI 
role DN SY Ye al 
https://www.asus.com/support/ 
halal ASA lau! gle X A Lae 5150-5350 ~ ilall WiFi SI jas Coy 
nr 


Onpoctena neknapauus 3a CbOTBeTCTBMe Ha EC 

C nacroaujoro ASUSTek Computer Inc. neknapupa, ue TOBa yCTDOMCTBO e 

B CbOTBGTCTBMe CbC CbLijecTBeHUTe N3NCKBAHMA M npyrure npunoxumn 
NOcTaHOBNeHMA Ha CBbD3aHaTa upekTuga 2014/53/EC. Mbnnuat TeKcT Ha 
EC neknapauua 3a CbBMeCTMMOCT e OCTbGH Ha anpec 
https://www.asus.com/support/ 

WiFi, pa6oreuja B nManasoH 5150-5350MHz, Tpa6Ba na ce orpannun no 
ynorpeóa Ha 3aKDMTO 3a CTDaHMTe, nocoyenn B Ta6nnyaTa no-nony: 
Declaracao de Conformidade UE Simplificada 

ASUSTek Computer Inc. declara que este dispositivo está em conformidade 
com os requisitos essenciais e outras disposicóes relevantes relacionadas às 
diretivas 2014/53/UE. O texto completo da declaracao de conformidade CE 
está disponivel em https://www.asus.com/support/ 

O WiFi operando na banda 5150-5350MHz deve ser restrito para uso interno 
para os países listados na tabela abaixo: 

Pojednostavljena EU Izjava o sukladnosti 

ASUSTeK Computer Inc. ovim izjavljuje da je ovaj uredaj sukladan s bitnim 
zahtjevima i ostalim odgovarajucim odredbama direktive 2014/53/EU. Cijeli 
tekst EU izjave o sukladnosti dostupan je na https://www.asus.com/support/ 
WiFi koji radi na opsegu frekvencija 5150-5350 MHz bit će ograničen na 
upotrebu u zatvorenom prostoru u zemljama na donjem popisu: 
Zjednodusene prohlásení o shodé EU 

Společnost ASUSTek Computer Inc. tímto prohlašuje, ze toto zařízení splňuje 
základní požadavky a další příslušná ustanovení směrnice 2014/53/ EU. PIné 
znění prohlášení o shodě EU je k dispozici na adrese 
https://www.asus.com/support/ 

V zemích uvedených v tabulce je provoz sítě Wi-Fi ve frekvenčním rozsahu 5 
150 - 5 350 MHz povolen pouze ve vnitřních prostorech: 


Sagedusvahemikus 5150-5350 MHz töötava WiFi kasutamine on järgmistes 
riikides lubatud ainult siseruumides: 

Eurooppa - EY:n vaatimustenmukaisuusvakuutus 

ASUSTek Computer Inc. ilmoittaa täten, että tämä laite on direktiivin 
2014/53/EU olennaisten vaatimusten ja muiden asiaankuuluvien lisäysten 
mukainen. Koko EY:n vaatimustenmukaisuusvakuutuksen teksti on 
luettavissa osoitteessa https://www.asus.com/support/ 

5 150 - 5 350 MHz:in taajuudella toimiva WiFi on rajoitettu sisäkäyttöön 
taulukossa luetelluissa maissa: 

V) Aplat daily adds äer Ala J| ca 
des y uela cela jai o die cl AS x en De! Lal > ASUSTek Computer Inc 
Agi ales cul jl es goy ME gia „agla citaa 2014/53/EU «ias as da gi ja Cil j jia 

Aud Ae ood ol Alan 
-https://www.asus.com/support/ 
gl eil Jala (slid ja dial (sls Ul WIFI Gly SA 5150-5350 3 Sle 

A Anen km jani ua ped gh っ 
Anhonoinpévn AAoon Zuppop@wons EE 
Aá tou napóvtoç n ASUSTek Computer Inc. SnAwvet ott auth n cuockeurj 
giva CULMOPEN ue Tc Baotkéc mpoürro0éoetc kat QAAEc OXEtIKEc StaraEetc 

nc OSnyiac 2014/53/EE. To Apgc keiuevo TNG SAAwonc cuupópquong TNG 

EE eivai ótaOécipo otn dtev8uvon https://www.asus.com/support/ 

To WiFi nou Aettoupyei otn ovn 5150-5350MHz TEplopiCEau yia xprjon oe 

£OU/TEpIKOÜC XWPOUG VIA TIG XODEC TOU avaqépovrat orov rrapakáru nívaka: 

"DINK TIn'Rn Way MAPA nni nima maya 

TinT7 ONIN nr won » NATA nnnvn ASUSTek Computer Inc. 

DN NNP? [n .2014/53/EU MPN "v ov wan n'9ryon WwW! nrarma 

AUN "nn TINA UW nion NINNA MAY YW Nn nona 

https://www.asus.com/support/ 

win'w7 5150-5350MHz nmn nya n'en Wi-Fi ninw vany v 


:nAan nn'w NIONDNN nia nio nan N 
Egyszerüsített EU megfelelóségi nyilatkozat 
Az ASUSTek Computer Inc. ezennel kijelenti, hogy ez az eszkóz megfelel az 
2014/53/EU sz. irányelv alapvetó kóvetelményeinek és egyéb vonatkozó 
rendelkezéseinek. Az EU megfelelőségi nyilatkozat teljes szövegét a 
következő weboldalon tekintheti meg: https://www.asus.com/support/ 
Az 5150-5350 MHz-es sávban működő Wi-Fi-t beltéri használatra kell 
korlátozni az alábbi táblázatban felsorolt országokban: 
Pernyataan Kesesuaian UE yang Disederhanakan 
ASUSTeK Computer Inc. dengan ini menyatakan bahwa perangkat ini 
memenuhi persyaratan utama dan ketentuan relevan lainnya yang terdapat 
pada Petunjuk 2014/53/EU. Teks lengkap pernyataan kesesuaian EU tersedia 
di: https://www.asus.com/support/ 
WiFi yang Beroperasi pada 5150-5350 MHz akan terbatas untuk penggunaan 
dalam ruangan di negara yang tercantum dalam tabel 
Vienkāršota ES atbilstības paziņojums 
ASUSTeK Computer Inc. ar šo paziņo, ka šī ierīce atbilst Direktīvas 
2014/53/ES būtiskajām prasībām un citiem citiem saistošajiem 
nosacījumiem. Pilns ES atbilstības paziņojuma teksts pieejams šeit: 
https://www.asus.com/support/ 


Wi-Fi darbība 5150-5350 MHz ir jāierobežo lietošanai telpās valstīs, kuras 
norādītas tālāk. 


付録 


Supaprastinta ES atitikties deklaracija 

Šiame dokumente bendrove,ASUSTek Computer Inc“ pareiškia, kad šis 
prietaisas atitinka pagrindinius reikalavimus ir kitas susijusias Direktyvos 
2014/53/ES nuostatas. Visas ES atitikties deklaracijos tekstas pateikiamas čia: 
https://www.asus.com/support/ 

Toliau nurodytose šalyse „WiFi“ ryšiu, veikiančiu 5 150-5 350 MHz dažnio 
juostoje, galima naudotis tik patalpose: 

Forenklet EU-samsvarserklæring 

ASUSTek Computer Inc. erklærer herved at denne enheten er i samsvar med 
hovedsaklige krav og andre relevante forskrifter i direktivet 2014/53/EU. 
Fullstendig tekst for EU-samsvarserklæringen finnes på: 
https://www.asus.com/support/ 

Wi-Fi-området 5150-5350 MHz skal begrenses til innendørs bruk for landene 
som er oppført i tabellen: 

Uproszczona deklaracja zgodności UE 

Firma ASUSTek Computer Inc. niniejszym oświadcza, że urządzenie to jest 
zgodne z zasadniczymi wymogami i innymi właściwymi postanowieniami 
dyrektywy 2014/53/EU. Pełny tekst deklaracji zgodności UE jest dostępny 
pod adresem https://www.asus.com/support/ 

W krajach wymienionych w tabeli działanie sieci Wi-Fi w paśmie 5150- 
5350 MHz powinno być ograniczone wyłącznie do pomieszczeń: 
Declaração de Conformidade Simplificada da UE 

A ASUSTek Computer Inc. declara que este dispositivo está em 
conformidade com os requisitos essenciais e outras disposições relevantes 
da Diretiva 2014/53/UE. O texto integral da declaração de conformidade da 
UE está disponível em https://www.asus.com/support/ 

A utilização das frequências WiFi de 5150 a 5350MHz está restrita a 
ambientes interiores nos países apresentados na tabela: 

Declaratie de conformitate UE, versiune simplificată 

Prin prezenta, ASUSTek Computer Inc. declară că acest dispozitiv este în 
conformitate cu reglementările esențiale și cu celelalte prevederi relevante 
ale Directivei 2014/53/UE. Textul complet al declarației de conformitate UE 
este disponibil la adresa https://www.asus.com/support/ 

Pentru țările listate în tabelul de mai jos, rețelele WiFi care funcționează în 
banda de frecvență de 5.150-5.350 MHz trebuie utilizate doar în interior: 
Pojednostavljena Deklaracija o usaglašenosti EU 

ASUSTek Computer Inc. ovim izjavljuje da je ovaj uređaj usaglašen sa 
osnovnim zahtevima i drugim relevantnim odredbama Direktive 2014/53/ 
EU. Ceo tekst Deklaracije o usaglašenosti EU dostupan je na lokaciji 
https://www.asus.com/support/ 

WiFi koji radi u frekventnom opsegu od 5150 MHz do 5350 MHz ograničen 
je isključivo na upotrebu u zatvorenom prostoru za zemlje navedene u 
tabeli ispod: 

Zjednodušené vyhlásenie o zhode platné pre EÚ 

Spoločnosť ASUSTek Computer Inc. týmto vyhlasuje, že toto zariadenie je 

v súlade so základnými požiadavkami a dalšími príslušnými ustanoveniami 
smernice č. 2014/53/EÚ. Plné znenie vyhlásenia o zhode pre EU je k dispozícii 
na lokalite https://www.asus.com/support/ 

Činnosť WiFi v pásme 5150 - 5350 MHz bude obmedzená na použitie vo 
vnútornom prostredí pre krajiny uvedené v tabulke nižšie: 

Poenostavljena izjava EU o skladnosti 

ASUSTek Computer Inc. tukaj izjavlja, da je ta naprava skladna s temeljnimi 
zahtevami in drugimi relevantnimii določili Direktive 2014/53/EU. Polno 
besedilo izjave EU o skladnosti je na voljo na https://www.asus.com/ 
support/ 

WiFi, ki deluje v pasovnem območju 5150-5350 MHz, mora biti v državah, 
navedenih v spodnjem seznamu, omejen na notranjo uporabo: 
Declaración de conformidad simplificada para la UE 

Por la presente, ASUSTek Computer Inc. declara que este dispositivo cumple 
los requisitos básicos y otras disposiciones pertinentes de la directiva 
2014/53/EU. En https://www.asus.com/support/ está disponible el texto 
completo de la declaración de conformidad para la UE. 

La conexión WiFi con una frecuencia de funcionamiento de 5150-5350 MHz 
se restringirá al uso en interiores para los países enumerados en la tabla: 
Förenklad EU-försäkran om överensstämmelse 

ASUSTek Computer Inc. deklarerar härmed att denna enhet överensstämmer 
med de grundläggande kraven och andra relevanta bestämmelser i direktiv 
2014/53/EU. Fullständig text av EU-försäkran om överensstämmelse finns på 
https://www.asus.com/support/ 

WiFi som använder 5150-5350 MHz kommer att begränsas för användning 
inomhus i de länder som anges i tabellen: 
UszmaÄnNÄuanuadanadavuavanmnwyTsduuusda 


ROG STRIX B550-F GAMING (WI-FI) 


ASUSTek Computer Inc. uaisematuifijiaunsaltifianiuaanadagy 
HK 

Wavn]sW3nuluuungtany tg änt 4 yauniy ainun 
2014/53/EU Man 人 WI5ai4a1lSyn1nJ3IQamaQadfl EU fay 
https://www.asus.com/support/ 

nnsyindu2la WiFi A 5150-5350MHz gnsnfíatiitiftuanansahwanlsg 
WMAaavtuansTY 

Basitlestirilmis AB Uyumluluk Bildirimi 

ASUSTek Computer Inc., bu aygıtın 2014/53/EU Yönergesinin temel 
gereksinimlerine ve diğer ilgili hükümlerine uygun olduğunu bildirir. AB 
uygunluk bildiriminin tam metni su adreste bulunabilir: 
https://www.asus.com/support/ 

5150-5350 MHz arasındaki WiFi çalışması, tabloda listelenen ülkeler için 
iç mekan kullanımıyla kısıtlanacaktır. 

Cnpoujena neknapaujia npo BinnoBinHicrb Hopmam EC 

ASUSTek Computer Inc. 3angnae, Wo Ye DMCTDIM BignoBinae OCHOBHMM 
BMMOTaM Ta iHWMM BinnoBinHuM BMMOTaM upekrugu 2014 / 53 / EU. 
「loBhMM rekcr neknapauii BinnoBinHocri HODMaM EC OCTynHMM Ha 
https://www.asus.com/support/ 

Po6ora Wi-Fi Ha uacrori 5150-5350 MIu o6mexkyeTbCA BAKOpMCTaHHRM y 
npuMiujeHHi Ana KDalH, OHaHMX y ra6nuui Hwkue: 


簡易 EU 適合 宣言 書 


本 製品 は 、 指 令 2014/53/EU (無線 機器 指令 ) に 適合 し て いま す 。 適 合 宣 
の 全文 に つい て は 、https://www.asus.com/support/ を ご 覧 くだ さい 。 


本 製品 、5150~5350 MHz の 周波 数 帯 の 場合 は 屋内 の み で の 使用 に 制限 
され ます 。 対 象 と な る 国 また は 地域 は 、 以 下 の 表 を ご 覧 くだ さい 。 


CC 


AT BE BG CZ DK EE FR 
DE Is IE IT EL ES EN 
DN LI LT LU HU MT NL 
NO PL PT RO SI SK TR 
FI SE CH UK HR 


Function Frequency Maximum Output Power 


(EIRP) 


18.2 dBm 
19.3 dBm 
19.27 dBm 
10.87 dBm 
10.66 dBm 


2412 - 2472 MHz 
5150 - 5350 MHz 
5470 - 5725 MHz 
5725 - 5850 MHz 

| 2402 - 2480 MHz 


| Bluetooth 


For the standard EN 300 440, if this device operates in 
5725-5875 MHz, it will be considered as a receiver category 2. 


feus Wi-Fi Card Z 
Contains — Wi-Fi 6 module with Bluetooth 5.1 
Q CCAH19LP0850T0] 


Model: AX200NGW 
IFETEL: RCPINAX19-0480 
FCC ID: PD9AX200NG 
CMITID: 2019AJ2274(M) 


€ 


R-C-INT-AX200NGW. 


515.535 GHZ: 
02oruse oriy. 


回 D190021003 


EEN 


A7 


A-8 


ASUS コ ンタ クト イン フォ メー ショ ン 


ASUSTeK COMPUTER INC. 

住所 : 1F., No. 15, Lide Rd, Beitou Dist, Taipei City 112, Taiwan 
電話 (代表 ) : +886-2-2894-3447 

ファ ックス (代表 ) : +886-2-2890-7798 

Web サ イト : https://www.asus.com 

テク ニカ ル サ ポ ー ト 

電話 : +86-21-38429911 

オン ライ ン サ ポー ト : https;//gr.asus.com/techserv 

お 問い 合わ せ 


本 製品 の 日 本 に お ける サポ ー ト は 販売 代理 店 が 提供 し て お り ます 。 製品 で 購入 後 の お 問い 合わ 
せ に つい て は 、 製 品 の 外 親 に 貼付 され た 「 製 品 保証 シー ル 」 を ご 確認 の 上 、 販 売 代理 店 の お 問い 
合わ せ 窓 口 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 

電話 で テク ニカ ル サ ポ ー ト に お 問い 合わ せ を いた だ く 際 、 ご 不明 な 点 や 問題 を 迅速 に 解決 す 
る た め 【 製 品名 】【 シ リア ル 番 号 】 の ご 用 意 を お 願い いた し ます 。 


ASUS が 提供 する サー ビス に つい て の お 問い 合わ せ は 、ASUS オ フィ シャ ル ペ ー ジ の サポ ー ト ペー 
ジ か ら お 問い 合わ せく だ さい 。 
https://www.asus.com/jp/support/ 


付録 


